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伝統校としての挑戦－SSHについて－
松本大学ヘルスプロモーション事業

法人関連事業

大学・短大での新しい学び
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アマ（亜麻）(Linum usitatissimum)
アマ科の一年草。ヌメゴマ（滑胡麻）、
一年亜麻、アカゴマなどの異称もある。
花言葉は、『あなたの親切に感謝します』

『感謝』とは、ありがたく思って礼をいうこ
と。心にありがたく感ずること。
仕事や学業でお世話になった人や、助
けてくれたり、力になってくれる人などに
『感謝』の気持ちを持ちましょう。

地域とともに新しい未来へ

　若葉きらめく季節となり、同窓生の皆様におかれまして
は、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。また、
平素より同窓会活動に格別のご理解とご協力を賜り、心
より御礼申し上げます。
　社会情勢に目を向けますと、物価上昇や国際情勢の不
安定さ、AIやデジタル技術の急速な進展など、先行きの
見えにくい状況が続いています。そのような中でも、ス
ポーツの話題は私たちの心を明るく照らしてくれる存在
です。今年は2月に冬季オリンピック、3月はWBCが開催
され、今後開催されるFIFAワールドカップ、アジア競技大
会（愛知・名古屋開催）など、国際舞台での日本選手の活
躍は、多くの人に勇気と希望を与えてくれます。結果のみ

ならず、挑戦し続ける姿や仲間を信じて力を尽くす姿勢に、
胸を打たれた方も多いのではないでしょうか。
　本号（通算42号）では、さまざまな分野で活躍する在学
生の近況や、大学の話題をお届けしております。それぞれ
異なる道を歩みながらも、同じ学び舎で過ごした時間が、
今なお私たちをつないでいることを感じていただけまし
たら幸いです。
　結びに、ご多忙の折にもかかわらずご寄稿くださいま
した皆様に、心より御礼申し上げます。
 （記・北原 智代）

●編集委員長　太田 健司 ●編集副委員長　北原 智代
●編集委員　三村 明子・滝澤 毅・平林 孝ー・宮坂 佳典
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松本大学同窓会総会のお知らせ

日　程 令和 8年 5月30日㈯

会　場 アルピコプラザホテル

時　間 定期総会 15時～　懇親会 17時～

議　題 ⑴令和 7年度事業・決算・監査報告
 ⑵令和 8年度事業計画（案）・予算（案）

懇親会 会費3,000円（本年３月卒業生1,000円）
 総会終了後、母校教職員をお迎えして懇親会を開催

します。余興として抽選会などを計画しております。
［ 懇親会のみの参加も歓迎いたします。 ］

令和８年度

お問合せ先　　松本大学 同窓会事務局 0263-48-7208
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　“同窓会あっての松本大学”、着任して２年が経ちましたが、年々
強く感じています。山崎信市会長をはじめ役員、会員皆様のきめ
細かなご支援と温かいご協力に対し、心から厚く御礼と感謝を申
し上げます。
　同窓会と大学との連携強化については、同窓生の学び直しの場
を提供し、生涯にわたる学修の機会を拡充していく方策として、昨
年度にはオンラインによる学内外の著名な専門家を講師に「信州
山学マイスター養成講座」（５回シリーズ）を開始しました。初年度
は本学の学生も含めて三十数名が受講し、好評を博しました（詳
細は下記の記事をご覧ください）。今年からはオンデマンド配信も
計画しています。また、山梨県立大学との連携協定に基づく
「PENTAS YAMANASHIオンライン講座」のほか、社会人のための
オンライン授業を積極的に取り入れた大学院の充実も図ってい
ます。

　大学を取り巻く厳しい状況の中、この間松本大学の未来創造の
ためのブランディング戦略として、学修者本位の教育の実現を図る
ための組織再編も進めており、その一つが、「人間科学群（仮称）」の
設置です。これは、心と身体（からだ）の健康等に関する多様な課題
に対して、AIやデータサイエンス(DS)を活用した教育方法を取り
入れ、主体的に行動し地域社会に貢献できる人材の育成を目指し
た新しい学部（定員４０名）構想です（P.3参照）。２０２７年４月からの
開設に向けて準備をしています。さらに、今年度から学びの多様化
や社会人のリスキリングに対応し、短期大学における学科改組や通
信教育課程の設置に向けた制度設計にも取り組む予定です。
　引き続き同窓会と大学との連携協力を一層強化し、相互の絆
をさらに深めながら国内外に誇れる松本大学を一緒になって築
き上げたいと考えています。引き続きご理解とご支援・ご協力を
なにとぞよろしくお願いいたします。

同窓会と大学との
連携をさらに強化します！

松本大学・松本大学松商短期大学部

学長　清水 一彦

松本大学信州山学マイスター
養成プログラムを初開講

松本大学総務部長　坂内 浩三
　清水学長がリカレント教育の一環とし
て企画をされた、「松本大学信州山学マ
イスター養成プログラム」を2025年度
に初めて開講いたしました（昨年のFlap
では学長挨拶の部分で企画内容をご紹
介させていただきました）。
　本プログラムの目的は、信州の「山岳」
について、自然環境、観光、健康・スポー
ツ、文化、防災、交通、産業など多様な視
点から「山学」として理解を深め、地域の
魅力を再認識し、地域の未来像を考える
機会を「岳都」にある松本大学が主導し
て提供することです。

　本プログラムは、
2025年8月22日～
9月19日の期間の毎
週金曜日に1つの講
義をオンラインで開
講し、全5回のプログ
ラム（各回のテーマは以下を参照くださ
い）としました。最終的には、社会人23
名、学生11名の合計34名の方が受講さ
れ、その内26名の方が本プログラムを
修了（3回以上の受講で修了を認定）し、
「信州山学マイスター」の修了証を授与
しました。上述のとおり、リカレン教育とし

第1回 『我ら皆、山の民～「山の日」のリアリズム～』
 日本山岳ガイド協会 理事、全国山の日協議会 理事　手塚 友恵　氏

第2回 『山は不動の存在か？ ～山岳の誕生、成長、消滅のドラマ～』
 信州大学名誉教授・理学部特任教授　原山 智　氏

第3回 『甦れ！神の鳥 雷鳥』
 一般財団法人中村浩志国際鳥類研究所代表理事　中村 浩志　氏

第4回 『スキーのはなし ～スキーの上手さとは何か～』
 松本大学人間健康学部スポーツ健康学科　専任講師　吉田 陽平　氏

第5回 『火山と共に生きる ―その恵みと災害―』
 松本大学総合経営学部観光ホスピタリティ学科　教授　入江 さやか　氏

2025年度
松本大学信州山学マイスター
養成プログラム内容

特 別 企 画
キックオフシンポジウム

『山岳を学ぶ』

て同窓生を中心とした社会人の方々の
参加を中心に考えておりましたが、多く
の学生も受講したことは大きな特長とな
りました。
　また、本プログラムの開講に先立ち
「キックオフシンポジウム」を開催いたし
ました。同窓会総会にあわせて開催させ
ていただけたことで、華々しく、そして力
強い後押しを感じながら、本プログラム
をスタートすることができました。同窓
会のみなさまに対しまして、この場をお
借りして感謝申しあげます。
　なお、2026年度も「松本大学信州山
学マイスター養成プログラム」を企画し
ております。今後とも本プログラムをど
うぞよろしくお願いいたします。

松商短期大学部で2026年4月より新たな学びを展開

新フィールド　　　　　　　　　　が登場！

　「人間科学群」では、教育学部学校教育学科の「心理」の学びと、人間健康学部スポーツ健康学

科の「健康増進」の学びが融合し、「こころ」と「からだ」に関する国内外のさまざまな課題につい

ての幅広い教養と専門的な知識を身に付けられます。また、統計学やデータ分析などの情報リテ

ラシー（統計学的な思考方法）の習得にも力を入れ、優れた技術を駆使しながら問題解決に向け

て論理的に考え、臨機応変に対応できる豊かな人間力を育成します。本学が“地域”を舞台にこれ

まで培ってきた「人づくり」「健康づくり」のノウハウが、しっかりと生かされた学びです。

?■ 人間科学群について
■ 人間科学群の特色

入学定員：40名、学士（人間科学）

「こころ」と「からだ」について深く広く学び
将来に多彩な選択肢をもつスペシャリストに

「学群」とは
 連係協力する複数学部の学問
分野から構成されており、興味
関心に合わせて幅広い学びを柔
軟に選択できます。学士の学位
を取得でき、学歴の取り扱いは
通常の学部と変わりありません。

 国内外の社会や教育を取り巻く課題は多岐にわたり、将来の予測が困難な、
いわゆる“VUCA時代”を迎えています。こうした不透明な未来社会を切り拓
いていくために求められるのが、心と身体（からだ）の健全さを保持し、深く考
える力を身につけた人材です。人間科学群（仮称）では、これまでの教育学や
心理学に加え、本学の持つ体育学や健康科学の知見も含めた多角的な学び
と、さらにはデータサイエンスによる知見等の活用を探究しながら、人間にし
かできない考える力で複雑多様な課題解決を図る人材の育成をめざします。

松本大学に
人間科学群
が誕生します

（仮称・設置構想中）

2027年4月

※設置構想中であり、内容は変更となることがあります。

心理 健康増進 データサイエンス
総合的に学び、人の成長や社会生活を支えられる人材へ

で

松本大学は、
新たな学びの扉を開きます。

　AI時代の到来によって、我々現代人に求められる能力にも変化
が生じると言われていますが、特に、AIが苦手とする人間ならでは
の能力を身につけることが今後重要になってきます。
　ビューティフィールドで学ぶ日本化粧品検定協会主催の日本化
粧品検定は、化粧品業界における認知度も高く、ある化粧品企業
ではカスタマー担当者全員の取得が推奨されるとともに、その半
数以上が1級を取得している検定です。この日本化粧品検定1級
取得までの専門知識習得に加えて、メイクアップ、ヘアメイク、着
付けなどを業界で活躍するプロフェッショナル講師の指導により、
実践的に身に付けるカリキュラムとなっています。

　デザインフィールドでは、AI時代に対応するPCを利用したデザ
インスキルを基本から学びます。応用まで進むことで、様々な企
業案件に関わってきたプロのクリエイターから社会で活かすこと
のできるスキルを学ぶことが可能です。さらに、JIDAデザイン検
定（旧：PD検定）取得を通じて、プロダクトデザインを中心とした知
識習得も目指します。
　松商短大では、これまで様々な能力を伸ばすカリキュラムを提
供してきましたが、新フィールドの創設により、18のフィールドか
らさらなる創造力、問題解決能力、そして継続的な学修意欲を学
生の皆さんに培っていっていただきたいと考えています。

松商短期大学部 教務主任 教授 木下 貴博
変化する時代に対応した能力を育む新フィールドの設置にあたって

　松商短期大学部では、学生がそれぞれの興味・目標に合わせて自由に選んで学べる「フィールド制」を採用しています。「松商ブランド基礎
フィールド」では、全学生が現代ビジネスに欠かせない簿記とパソコンスキルについて、資格取得を目指しながら学修し、「松商ブランド形成
フィールド」では、さらに経営や金融といった応用・専門的な分野の学びを深めます。そして、「オプショナル・フィールド」では、社会の幅広い
ニーズに対応した多彩な学びを展開し、将来の進路やキャリアの可能性を大きく広げます。2026年度からは、「オプショナル・フィールド」に
「ビューティ」と「デザイン」を新設し、全18フィールドでの新しい学びが始まります。

ビューティ デザイン

詳細はコチラ▶▶

　“同窓会あっての松本大学”、着任して２年が経ちましたが、年々
強く感じています。山崎信市会長をはじめ役員、会員皆様のきめ
細かなご支援と温かいご協力に対し、心から厚く御礼と感謝を申
し上げます。
　同窓会と大学との連携強化については、同窓生の学び直しの場
を提供し、生涯にわたる学修の機会を拡充していく方策として、昨
年度にはオンラインによる学内外の著名な専門家を講師に「信州
山学マイスター養成講座」（５回シリーズ）を開始しました。初年度
は本学の学生も含めて三十数名が受講し、好評を博しました（詳
細は下記の記事をご覧ください）。今年からはオンデマンド配信も
計画しています。また、山梨県立大学との連携協定に基づく
「PENTAS YAMANASHIオンライン講座」のほか、社会人のための
オンライン授業を積極的に取り入れた大学院の充実も図ってい
ます。

　大学を取り巻く厳しい状況の中、この間松本大学の未来創造の
ためのブランディング戦略として、学修者本位の教育の実現を図る
ための組織再編も進めており、その一つが、「人間科学群（仮称）」の
設置です。これは、心と身体（からだ）の健康等に関する多様な課題
に対して、AIやデータサイエンス(DS)を活用した教育方法を取り
入れ、主体的に行動し地域社会に貢献できる人材の育成を目指し
た新しい学部（定員４０名）構想です（P.3参照）。２０２７年４月からの
開設に向けて準備をしています。さらに、今年度から学びの多様化
や社会人のリスキリングに対応し、短期大学における学科改組や通
信教育課程の設置に向けた制度設計にも取り組む予定です。
　引き続き同窓会と大学との連携協力を一層強化し、相互の絆
をさらに深めながら国内外に誇れる松本大学を一緒になって築
き上げたいと考えています。引き続きご理解とご支援・ご協力を
なにとぞよろしくお願いいたします。
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　“同窓会あっての松本大学”、着任して２年が経ちましたが、年々
強く感じています。山崎信市会長をはじめ役員、会員皆様のきめ
細かなご支援と温かいご協力に対し、心から厚く御礼と感謝を申
し上げます。
　同窓会と大学との連携強化については、同窓生の学び直しの場
を提供し、生涯にわたる学修の機会を拡充していく方策として、昨
年度にはオンラインによる学内外の著名な専門家を講師に「信州
山学マイスター養成講座」（５回シリーズ）を開始しました。初年度
は本学の学生も含めて三十数名が受講し、好評を博しました（詳
細は下記の記事をご覧ください）。今年からはオンデマンド配信も
計画しています。また、山梨県立大学との連携協定に基づく
「PENTAS YAMANASHIオンライン講座」のほか、社会人のための
オンライン授業を積極的に取り入れた大学院の充実も図ってい
ます。

　大学を取り巻く厳しい状況の中、この間松本大学の未来創造の
ためのブランディング戦略として、学修者本位の教育の実現を図る
ための組織再編も進めており、その一つが、「人間科学群（仮称）」の
設置です。これは、心と身体（からだ）の健康等に関する多様な課題
に対して、AIやデータサイエンス(DS)を活用した教育方法を取り
入れ、主体的に行動し地域社会に貢献できる人材の育成を目指し
た新しい学部（定員４０名）構想です（P.3参照）。２０２７年４月からの
開設に向けて準備をしています。さらに、今年度から学びの多様化
や社会人のリスキリングに対応し、短期大学における学科改組や通
信教育課程の設置に向けた制度設計にも取り組む予定です。
　引き続き同窓会と大学との連携協力を一層強化し、相互の絆
をさらに深めながら国内外に誇れる松本大学を一緒になって築
き上げたいと考えています。引き続きご理解とご支援・ご協力を
なにとぞよろしくお願いいたします。

同窓会と大学との
連携をさらに強化します！

松本大学・松本大学松商短期大学部

学長　清水 一彦

松本大学信州山学マイスター
養成プログラムを初開講

松本大学総務部長　坂内 浩三
　清水学長がリカレント教育の一環とし
て企画をされた、「松本大学信州山学マ
イスター養成プログラム」を2025年度
に初めて開講いたしました（昨年のFlap
では学長挨拶の部分で企画内容をご紹
介させていただきました）。
　本プログラムの目的は、信州の「山岳」
について、自然環境、観光、健康・スポー
ツ、文化、防災、交通、産業など多様な視
点から「山学」として理解を深め、地域の
魅力を再認識し、地域の未来像を考える
機会を「岳都」にある松本大学が主導し
て提供することです。

　本プログラムは、
2025年8月22日～
9月19日の期間の毎
週金曜日に1つの講
義をオンラインで開
講し、全5回のプログ
ラム（各回のテーマは以下を参照くださ
い）としました。最終的には、社会人23
名、学生11名の合計34名の方が受講さ
れ、その内26名の方が本プログラムを
修了（3回以上の受講で修了を認定）し、
「信州山学マイスター」の修了証を授与
しました。上述のとおり、リカレン教育とし

第1回 『我ら皆、山の民～「山の日」のリアリズム～』
 日本山岳ガイド協会 理事、全国山の日協議会 理事　手塚 友恵　氏

第2回 『山は不動の存在か？ ～山岳の誕生、成長、消滅のドラマ～』
 信州大学名誉教授・理学部特任教授　原山 智　氏

第3回 『甦れ！神の鳥 雷鳥』
 一般財団法人中村浩志国際鳥類研究所代表理事　中村 浩志　氏

第4回 『スキーのはなし ～スキーの上手さとは何か～』
 松本大学人間健康学部スポーツ健康学科　専任講師　吉田 陽平　氏

第5回 『火山と共に生きる ―その恵みと災害―』
 松本大学総合経営学部観光ホスピタリティ学科　教授　入江 さやか　氏

2025年度
松本大学信州山学マイスター
養成プログラム内容

特 別 企 画
キックオフシンポジウム

『山岳を学ぶ』

て同窓生を中心とした社会人の方々の
参加を中心に考えておりましたが、多く
の学生も受講したことは大きな特長とな
りました。
　また、本プログラムの開講に先立ち
「キックオフシンポジウム」を開催いたし
ました。同窓会総会にあわせて開催させ
ていただけたことで、華々しく、そして力
強い後押しを感じながら、本プログラム
をスタートすることができました。同窓
会のみなさまに対しまして、この場をお
借りして感謝申しあげます。
　なお、2026年度も「松本大学信州山
学マイスター養成プログラム」を企画し
ております。今後とも本プログラムをど
うぞよろしくお願いいたします。

松商短期大学部で2026年4月より新たな学びを展開

新フィールド　　　　　　　　　　が登場！

　「人間科学群」では、教育学部学校教育学科の「心理」の学びと、人間健康学部スポーツ健康学

科の「健康増進」の学びが融合し、「こころ」と「からだ」に関する国内外のさまざまな課題につい

ての幅広い教養と専門的な知識を身に付けられます。また、統計学やデータ分析などの情報リテ

ラシー（統計学的な思考方法）の習得にも力を入れ、優れた技術を駆使しながら問題解決に向け

て論理的に考え、臨機応変に対応できる豊かな人間力を育成します。本学が“地域”を舞台にこれ

まで培ってきた「人づくり」「健康づくり」のノウハウが、しっかりと生かされた学びです。

?■ 人間科学群について
■ 人間科学群の特色

入学定員：40名、学士（人間科学）

「こころ」と「からだ」について深く広く学び
将来に多彩な選択肢をもつスペシャリストに

「学群」とは
 連係協力する複数学部の学問
分野から構成されており、興味
関心に合わせて幅広い学びを柔
軟に選択できます。学士の学位
を取得でき、学歴の取り扱いは
通常の学部と変わりありません。

 国内外の社会や教育を取り巻く課題は多岐にわたり、将来の予測が困難な、
いわゆる“VUCA時代”を迎えています。こうした不透明な未来社会を切り拓
いていくために求められるのが、心と身体（からだ）の健全さを保持し、深く考
える力を身につけた人材です。人間科学群（仮称）では、これまでの教育学や
心理学に加え、本学の持つ体育学や健康科学の知見も含めた多角的な学び
と、さらにはデータサイエンスによる知見等の活用を探究しながら、人間にし
かできない考える力で複雑多様な課題解決を図る人材の育成をめざします。

松本大学に
人間科学群
が誕生します

（仮称・設置構想中）

2027年4月

※設置構想中であり、内容は変更となることがあります。

心理 健康増進 データサイエンス
総合的に学び、人の成長や社会生活を支えられる人材へ

で

松本大学は、
新たな学びの扉を開きます。

　AI時代の到来によって、我々現代人に求められる能力にも変化
が生じると言われていますが、特に、AIが苦手とする人間ならでは
の能力を身につけることが今後重要になってきます。
　ビューティフィールドで学ぶ日本化粧品検定協会主催の日本化
粧品検定は、化粧品業界における認知度も高く、ある化粧品企業
ではカスタマー担当者全員の取得が推奨されるとともに、その半
数以上が1級を取得している検定です。この日本化粧品検定1級
取得までの専門知識習得に加えて、メイクアップ、ヘアメイク、着
付けなどを業界で活躍するプロフェッショナル講師の指導により、
実践的に身に付けるカリキュラムとなっています。

　デザインフィールドでは、AI時代に対応するPCを利用したデザ
インスキルを基本から学びます。応用まで進むことで、様々な企
業案件に関わってきたプロのクリエイターから社会で活かすこと
のできるスキルを学ぶことが可能です。さらに、JIDAデザイン検
定（旧：PD検定）取得を通じて、プロダクトデザインを中心とした知
識習得も目指します。
　松商短大では、これまで様々な能力を伸ばすカリキュラムを提
供してきましたが、新フィールドの創設により、18のフィールドか
らさらなる創造力、問題解決能力、そして継続的な学修意欲を学
生の皆さんに培っていっていただきたいと考えています。

松商短期大学部 教務主任 教授 木下 貴博
変化する時代に対応した能力を育む新フィールドの設置にあたって

　松商短期大学部では、学生がそれぞれの興味・目標に合わせて自由に選んで学べる「フィールド制」を採用しています。「松商ブランド基礎
フィールド」では、全学生が現代ビジネスに欠かせない簿記とパソコンスキルについて、資格取得を目指しながら学修し、「松商ブランド形成
フィールド」では、さらに経営や金融といった応用・専門的な分野の学びを深めます。そして、「オプショナル・フィールド」では、社会の幅広い
ニーズに対応した多彩な学びを展開し、将来の進路やキャリアの可能性を大きく広げます。2026年度からは、「オプショナル・フィールド」に
「ビューティ」と「デザイン」を新設し、全18フィールドでの新しい学びが始まります。

ビューティ デザイン

詳細はコチラ▶▶

　“同窓会あっての松本大学”、着任して２年が経ちましたが、年々
強く感じています。山崎信市会長をはじめ役員、会員皆様のきめ
細かなご支援と温かいご協力に対し、心から厚く御礼と感謝を申
し上げます。
　同窓会と大学との連携強化については、同窓生の学び直しの場
を提供し、生涯にわたる学修の機会を拡充していく方策として、昨
年度にはオンラインによる学内外の著名な専門家を講師に「信州
山学マイスター養成講座」（５回シリーズ）を開始しました。初年度
は本学の学生も含めて三十数名が受講し、好評を博しました（詳
細は下記の記事をご覧ください）。今年からはオンデマンド配信も
計画しています。また、山梨県立大学との連携協定に基づく
「PENTAS YAMANASHIオンライン講座」のほか、社会人のための
オンライン授業を積極的に取り入れた大学院の充実も図ってい
ます。

　大学を取り巻く厳しい状況の中、この間松本大学の未来創造の
ためのブランディング戦略として、学修者本位の教育の実現を図る
ための組織再編も進めており、その一つが、「人間科学群（仮称）」の
設置です。これは、心と身体（からだ）の健康等に関する多様な課題
に対して、AIやデータサイエンス(DS)を活用した教育方法を取り
入れ、主体的に行動し地域社会に貢献できる人材の育成を目指し
た新しい学部（定員４０名）構想です（P.3参照）。２０２７年４月からの
開設に向けて準備をしています。さらに、今年度から学びの多様化
や社会人のリスキリングに対応し、短期大学における学科改組や通
信教育課程の設置に向けた制度設計にも取り組む予定です。
　引き続き同窓会と大学との連携協力を一層強化し、相互の絆
をさらに深めながら国内外に誇れる松本大学を一緒になって築
き上げたいと考えています。引き続きご理解とご支援・ご協力を
なにとぞよろしくお願いいたします。
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　同窓会員の皆様におかれましては、
益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
同窓会長として2年目を迎えました。
　本年度も学園の理事ならびに大学委
員長を兼務し、母校の発展と同窓会活動
の充実に微力ながら尽力してまいります。
少子化の進行や社会構造の変化など、教
育環境を取り巻く状況は年々厳しさを増
しております。
　しかし、そのような時代だからこそ、地
域に根差し地域に貢献する大学としての
使命は、より一層重要になっております。
大学、短大の卒業生は本年、累計21,000
名を超えました。
　全国各地、様々な分野で活躍する同窓

生の存在は、学園にとって何よりの誇りで
あり、大きな力でもあります。
　昨年10月の大学祭の中では、同窓会
役員主催によるホームカミングデーを開
催し200名を超える卒業生の皆様をお迎
えする事が出来ました。在校生の為の学
生支援金の贈呈式やお楽しみ抽選会も
盛大に執り行われ、世代を超えた交流の
場として大きな意義を持つ二日間となり
ました（P.9参照）。
　また3月には、学位授与式後に同窓会
入会式を実施し、夜には同窓会主催の卒
業記念パーティーを開催しました。新たな
仲間を迎え、同窓会の絆を未来へとつな
いでまいります（P.10参照）。

　2年後には学校法人松商学園創立130
年、そして松本大学同窓会創立70周年と
いう大きな節目迎えます。
　現在、記念事業の準備をすすめており
ますが、これを機に同窓会の結束をさら
に強め、母校と地域社会の発展に貢献出
来る組織づくりを目指してまいります。
今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

同窓会長挨拶
松本大学同窓会 

会長　山崎 信市
学校法人 松商学園

理事長　田口 敏子

　松本大学同窓会の皆様方におかれまし
ては、常日頃から、母校の発展の為に、格
別に強力な、ご支援を重ねておられる活動
に対しまして心より御礼申し上げます。
　松本大学が、最高学府としての地位を維
持し、「地域社会の付託」に応え、次代を担
う人材を育成する為に、松本大学同窓会の
皆様方の、一致団結での支援活動は、結果
として、学生、教職員、関係者の方々の連帯
感を益々強固に成されております。
　…現代社会の世情の中で、マスコミ関
係者の中から『現代社会の中あらゆる分
野で、激変するこの時代の荒波のなかで日
本の行く先々での大学の存在は、どの様な
役割を果たしていけるのか？…特にこれか

らの私立大学は、連携か、統合か、縮小か、
撤退か、…を判断しなければならない時代
になっている…との論評が多く見聞される
ようになっております。正に、大学がどの様
に確固たる役割を果たしていけるのか？…
問われての状況の中ですが、松本大学に
は、今日までの歩みの中で、常に、創意工
夫の精神が、体験が、積み重ねられていま
すから、様々な困難な道は乗り越えていけ
る大学！と確信しています。
　さて、私学の松商学園は、長野県随一の
規模を誇る学校法人として、今日まで歩み、
そして次代へ向けての歩みを、ひたすらに
続けております。
　ご存知の様に、松商学園は、「自主独立」

…先ずは「感謝」から
…そして…

　松本大学は、学問の府として優れている
のみならず、長野県の成長と発展、そして
輝かしい未来を牽引する不可欠な原動力
です。まさに本県、ひいては日本を担う次
世代の「離陸地（ローンチ・パッド）」であると
確信しております。2010年の開校以来、松
本秀峰中等教育学校に対し、松本大学同窓
生の皆様から寄せられた温かいご支援と
励ましに、心より深く感謝申し上げます。
　私はオーストラリアで生まれ育ち、教師
としての第一歩をあちらで踏み出しました
が、35年にわたる教育者人生の大部分を
ここ日本で過ごしてまいりました。校長とし

ての職務は、本校で三校目となります。か
つて家族と観光で松本を訪れた際、その
魅力に触れ、「もっと早くこの地に越してく
ればよかった」と語り合ったことを覚えてい
ます。信州の人、文化、暮らし、そして豊か
な自然環境――それらはまさに唯一無二
のものであると実感しています。
　学校法人松商学園の一員として、松本
秀峰中等教育学校は、地域社会全体の幸
福のために、松本大学と手を携え、弛まぬ
努力を続けていくことをここに誓います。
松本秀峰の教育発展と方向性を、シンプ
ルに「A・B・C」の3つの柱で定義しました。

● A：学力達成 夢の実現に直結する進学
指導とキャリア教育を徹底します。

● B：人間力の育成 豊かな人間力を育み、
これからの社会で真に求められる人
材を育成します。

● C：充実の学校生活 思い出に残る6年
間の中で生徒の可能性を開花させ、
楽しく充実した日々を約束します。

　2024年度には募集定員を80名から
105名に拡大し、首都圏入試も開始いたし
ました。今後本校は小規模校から中規模校
へと成長を遂げ、松本地域への新たな人
の流れを生み出す拠点となることを目指

松本秀峰の新たなる飛躍
― 同窓生の皆様を本校へお迎えするために

松本秀峰中等教育学校

校長　Brett Maxwell（ブレット マックスウェル）

しています。
　2026年4月から「A：学力達成」と「B：人間
力の育成」を繋ぐ取り組みとして、教科横断
的な教育プログラムを開始します。「国際
教養教育」と「DX-STREAM教育」として体
系化し、秀峰独自の教育を確立してまいり
ます。例えば、数学の「確率・統計」は2年次
の終盤に学びますが、この内容は理科や社
会、体育など多くの場面で応用されます。
さらに、探究活動や海外研修、さらには「デ
ジタルクリエイターズ同好会」でのロボット
制作や、夏休みに行う「ロケット制作講座」
「起業家育成講座」といった特別講座も、こ

の「国際教養」と「DX-STREAM」のテーマ
に基づき、建学の精神を具現化するものと
して展開してまいります。グローバル教育
においては、希望制の「ダブル・ディプロマ・
プログラム（DDP）」を導入いたします。提
携するアメリカの高校の単位をオンライン
で取得することで、日本の卒業資格と同時
にアメリカの高校卒業資格も得られる画期
的なプログラムです。国内外の大学進学の
選択肢を飛躍的に広げることができます。
　現在、松本大学、松商学園高等学校、そ
して松本秀峰中等教育学校を含む学校法
人松商学園は、それぞれが革新的な取り

組みを始動させ、次なる躍進のステージ
へと力強く歩みを進めています。各校に固
有のカラーはありますが、長野県において
最善の教育の選択肢であり続けることで、
地域と日本の未来に貢献するという志は
一つです。本校のさらなる挑戦については、
ぜひウェブサイトをご覧いただき、また説
明会などの機会に足をお運びいただけれ
ば幸いです。
　結びに、松本大学同窓生の皆様の益々の
ご多幸とご健勝、そして実り多
き日々を心よりお祈り申し上げ、
ご挨拶とさせていただきます。

の建学の精神の基、本年で128年になりま
す。この間には、常に、時代の求めに応じて
事業の拡大を進め、総合学園【松本大学・
松本大学短期大学部・松商学園高等学校・
松商学園高等学校・通信制部・松本秀峰中
等教育学校】として、有意な人材を世に送
り出しております。
　今後も、本学園は、更に質の高い教育
機関として、「一人、ひとりが楽しく・輝く学
び舎＝松商学園！」を目指し、実績を重ね
て参りたいと思います。
　松本大学同窓会の皆様方の益々のご健
勝とご多幸を祈念申し上げます。
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松本秀峰中等教育学校公式HP▶▶



　同窓会員の皆様におかれましては、
益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
同窓会長として2年目を迎えました。
　本年度も学園の理事ならびに大学委
員長を兼務し、母校の発展と同窓会活動
の充実に微力ながら尽力してまいります。
少子化の進行や社会構造の変化など、教
育環境を取り巻く状況は年々厳しさを増
しております。
　しかし、そのような時代だからこそ、地
域に根差し地域に貢献する大学としての
使命は、より一層重要になっております。
大学、短大の卒業生は本年、累計21,000
名を超えました。
　全国各地、様々な分野で活躍する同窓

生の存在は、学園にとって何よりの誇りで
あり、大きな力でもあります。
　昨年10月の大学祭の中では、同窓会
役員主催によるホームカミングデーを開
催し200名を超える卒業生の皆様をお迎
えする事が出来ました。在校生の為の学
生支援金の贈呈式やお楽しみ抽選会も
盛大に執り行われ、世代を超えた交流の
場として大きな意義を持つ二日間となり
ました（P.9参照）。
　また3月には、学位授与式後に同窓会
入会式を実施し、夜には同窓会主催の卒
業記念パーティーを開催しました。新たな
仲間を迎え、同窓会の絆を未来へとつな
いでまいります（P.10参照）。

　2年後には学校法人松商学園創立130
年、そして松本大学同窓会創立70周年と
いう大きな節目迎えます。
　現在、記念事業の準備をすすめており
ますが、これを機に同窓会の結束をさら
に強め、母校と地域社会の発展に貢献出
来る組織づくりを目指してまいります。
今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

同窓会長挨拶
松本大学同窓会 

会長　山崎 信市
学校法人 松商学園

理事長　田口 敏子

　松本大学同窓会の皆様方におかれまし
ては、常日頃から、母校の発展の為に、格
別に強力な、ご支援を重ねておられる活動
に対しまして心より御礼申し上げます。
　松本大学が、最高学府としての地位を維
持し、「地域社会の付託」に応え、次代を担
う人材を育成する為に、松本大学同窓会の
皆様方の、一致団結での支援活動は、結果
として、学生、教職員、関係者の方々の連帯
感を益々強固に成されております。
　…現代社会の世情の中で、マスコミ関
係者の中から『現代社会の中あらゆる分
野で、激変するこの時代の荒波のなかで日
本の行く先々での大学の存在は、どの様な
役割を果たしていけるのか？…特にこれか

らの私立大学は、連携か、統合か、縮小か、
撤退か、…を判断しなければならない時代
になっている…との論評が多く見聞される
ようになっております。正に、大学がどの様
に確固たる役割を果たしていけるのか？…
問われての状況の中ですが、松本大学に
は、今日までの歩みの中で、常に、創意工
夫の精神が、体験が、積み重ねられていま
すから、様々な困難な道は乗り越えていけ
る大学！と確信しています。
　さて、私学の松商学園は、長野県随一の
規模を誇る学校法人として、今日まで歩み、
そして次代へ向けての歩みを、ひたすらに
続けております。
　ご存知の様に、松商学園は、「自主独立」

…先ずは「感謝」から
…そして…

　松本大学は、学問の府として優れている
のみならず、長野県の成長と発展、そして
輝かしい未来を牽引する不可欠な原動力
です。まさに本県、ひいては日本を担う次
世代の「離陸地（ローンチ・パッド）」であると
確信しております。2010年の開校以来、松
本秀峰中等教育学校に対し、松本大学同窓
生の皆様から寄せられた温かいご支援と
励ましに、心より深く感謝申し上げます。
　私はオーストラリアで生まれ育ち、教師
としての第一歩をあちらで踏み出しました
が、35年にわたる教育者人生の大部分を
ここ日本で過ごしてまいりました。校長とし

ての職務は、本校で三校目となります。か
つて家族と観光で松本を訪れた際、その
魅力に触れ、「もっと早くこの地に越してく
ればよかった」と語り合ったことを覚えてい
ます。信州の人、文化、暮らし、そして豊か
な自然環境――それらはまさに唯一無二
のものであると実感しています。
　学校法人松商学園の一員として、松本
秀峰中等教育学校は、地域社会全体の幸
福のために、松本大学と手を携え、弛まぬ
努力を続けていくことをここに誓います。
松本秀峰の教育発展と方向性を、シンプ
ルに「A・B・C」の3つの柱で定義しました。

● A：学力達成 夢の実現に直結する進学
指導とキャリア教育を徹底します。

● B：人間力の育成 豊かな人間力を育み、
これからの社会で真に求められる人
材を育成します。

● C：充実の学校生活 思い出に残る6年
間の中で生徒の可能性を開花させ、
楽しく充実した日々を約束します。

　2024年度には募集定員を80名から
105名に拡大し、首都圏入試も開始いたし
ました。今後本校は小規模校から中規模校
へと成長を遂げ、松本地域への新たな人
の流れを生み出す拠点となることを目指

松本秀峰の新たなる飛躍
― 同窓生の皆様を本校へお迎えするために

松本秀峰中等教育学校

校長　Brett Maxwell（ブレット マックスウェル）

しています。
　2026年4月から「A：学力達成」と「B：人間
力の育成」を繋ぐ取り組みとして、教科横断
的な教育プログラムを開始します。「国際
教養教育」と「DX-STREAM教育」として体
系化し、秀峰独自の教育を確立してまいり
ます。例えば、数学の「確率・統計」は2年次
の終盤に学びますが、この内容は理科や社
会、体育など多くの場面で応用されます。
さらに、探究活動や海外研修、さらには「デ
ジタルクリエイターズ同好会」でのロボット
制作や、夏休みに行う「ロケット制作講座」
「起業家育成講座」といった特別講座も、こ

の「国際教養」と「DX-STREAM」のテーマ
に基づき、建学の精神を具現化するものと
して展開してまいります。グローバル教育
においては、希望制の「ダブル・ディプロマ・
プログラム（DDP）」を導入いたします。提
携するアメリカの高校の単位をオンライン
で取得することで、日本の卒業資格と同時
にアメリカの高校卒業資格も得られる画期
的なプログラムです。国内外の大学進学の
選択肢を飛躍的に広げることができます。
　現在、松本大学、松商学園高等学校、そ
して松本秀峰中等教育学校を含む学校法
人松商学園は、それぞれが革新的な取り

組みを始動させ、次なる躍進のステージ
へと力強く歩みを進めています。各校に固
有のカラーはありますが、長野県において
最善の教育の選択肢であり続けることで、
地域と日本の未来に貢献するという志は
一つです。本校のさらなる挑戦については、
ぜひウェブサイトをご覧いただき、また説
明会などの機会に足をお運びいただけれ
ば幸いです。
　結びに、松本大学同窓生の皆様の益々の
ご多幸とご健勝、そして実り多
き日々を心よりお祈り申し上げ、
ご挨拶とさせていただきます。

の建学の精神の基、本年で128年になりま
す。この間には、常に、時代の求めに応じて
事業の拡大を進め、総合学園【松本大学・
松本大学短期大学部・松商学園高等学校・
松商学園高等学校・通信制部・松本秀峰中
等教育学校】として、有意な人材を世に送
り出しております。
　今後も、本学園は、更に質の高い教育
機関として、「一人、ひとりが楽しく・輝く学
び舎＝松商学園！」を目指し、実績を重ね
て参りたいと思います。
　松本大学同窓会の皆様方の益々のご健
勝とご多幸を祈念申し上げます。
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松商学園高等学校

校長　長野 雅弘

　明治31年の創立以来、本校は幾多の
時代の変化と向き合いながら地域ととも
に歩んできました。社会が大きく転換す
る局面においても、教育の本質を問い続
け「時代を生き抜く力」を育むことを使命
としてきた歴史があります。百余年の伝
統を受け継ぐ私たちに課せられた責任は、
過去の実績に安住することではなく未来
を担う若者に、変化の時代を主体的に切
り拓く力をつけることです。SSHは、その
決意を具体化する取組みです。
　本校では、探求教育を中核に、DS（デー
タサイエンス）教育、GL（グローバル）教
育、CA（キャリア）教育を連動させて文理
融合型カリキュラムを構築しています。理
数系の知識と人文社会科学的視点を往
還させながら、実験・観察・調査による一
次データの取得やオープンデータの分
析・可視化を通して、根拠に基づき考え発
信する力を育成しています。さらに、国際
的視野をもって課題を捉え直し、学びを
進路や社会的役割へと結び付け、総合知
を備えた人材の育成を目指しています。
　現在1年次の「SS探求基礎ゼミナール」、
2・3年次の「SS探求専門ゼミナール」を設
置し、課題設定から仮説検証、考察、発信
に至る探求プロセスを実践しています。
年2回の校内発表会を軸に、松本大学や

松本秀峰中等教育学校の生徒にも参加
してもらい、学園全体で学びを共有する
企画へと発展しています。外部発表や大
学・研究機関との連携も推進し、IR室と連
携した客観的検証により教育の成果を可
視化しながら対話を繰り返し、改善を図る
体制を整えています。
　こうした取組の成果として、毎年神戸で
開催されるSSH生徒研究発表会（全国大
会）への出場、海外校と国際共同研究の
実施、令和7年度（第69回）長野県学生科
学賞作品展覧会における県教育委員会
賞の受賞、京都大学女子高校生研究活動
支援企画「COCOUS-R」への採択など、

伝統校としての挑戦
ー SSHについて ―

一般社団法人松商サポート
運動×栄養で支える“働き続けられる”身体
ー 科学的アプローチで実現する健康経営 ―

　本校学術面での象徴であるSSH（スーパーサイエンスハイスクール）は、文部科学省より指定を受けた研究開発事業であり、
本校は文理融合基礎枠（開発型）として令和6年度から10年度までの5年間をⅠ期（創成期）として歩みを進めています。本校
の研究開発課題は、「課題を主体的に発見・思考・解決し、新たな価値を創造できる人材育成プログラムの研究開発」です。

　一般社団法人松商サポート 松本大学ヘルスプロモーション事業部は、「松本大学大学院健康科学研究科・根本賢一教授
の研究成果に基づく健康づくりに係る『運動』の専門性（スポーツ健康学科）と、『栄養』の専門性（健康栄養学科）を連携させ、
地域住民や団体、企業従業員の健康維持・増進を支援して、活力ある社会を実現する」という事業理念を掲げ、健康経営
の支援と体力測定を軸にしたサービスを展開しています。
　地元・松本市を拠点に、松本大学の実証データと現場のノウハウを融合させた独自のアプローチで、企業や地域の健康
課題に取り組んでいます。私たちの活動は、単なる測定や指導にとどまらず、継続的な支援を通じて「働き続けられる体づくり」
と「企業・地域の元気づくり」の実現を目指しています。

生徒の挑戦は実績として結実しています。
これらは、生徒一人ひとりが主体的に問
いを立て、探究を重ねてきた成果にほか
なりません。
　Ⅰ期創成期は、本校にとって教育の新
たな基盤を確立する重要な段階です。伝
統校としての矜持を胸に刻みつつ挑戦を
続ける姿勢こそが、真の伝統を未来へ継
承する道であると考えています。SSHを
通して本校はこれからも地域社会、日本
全土、世界に貢献できる人材の育成に取
り組んでいきます。今後とも母校への変
わらぬご理解とご支援を賜りますよう、お
願い申し上げます。

　主な事業の柱は、健康保険組合様や「健
康経営優良法人」を取得している企業様を
対象とした体力測定、特定保健指導、個別
運動プログラムの提供などです。運動と栄
養の両面から一人ひとりを対象にプログ
ラムを展開し、現状分析から課題抽出、改
善提案、行動変容支援までを一貫してサ
ポートしています。特に体力測定結果を
「見える化」することで、従業員の皆様が自
らの状態を客観的に把握し、無理なく健康
習慣につなげられる仕組みを構築してい
ます。
　当事業部の最大の特徴は、単発で終わら
せない「継続的な支援」にあります。定期的
な体力測定とフォローアップを通じて成果
を確認し、一人ひとりの生活習慣や職場環
境に合わせたプログラムを提供すること

で、従業員の身体活動量や健康意識が高
まり、疾患予防、労働災害の防止、さらには
組織全体の活力向上へとつなげています。

　具体的な事例として、長野県塩尻市の
株式会社レゾナック塩尻事業所様では、定
期的な体力測定とその結果に基づく個別
フィードバック、さらに活動量計を活用した
健康支援を導入いただいております。測定
結果から得られたデータをもとに、日常生
活や業務の合間に取り入れやすい運動を
提案し、活動量計のデータを基にした
フィードバックを行うことで、具体的な行動
に移していただくための仕組みを築いて
います。こうした支援により、従業員の皆さ
まが自らの健康状態を理解し、前向きに改
善へ取り組むきっかけとしています。現在

は全従業員の内、約3分の1の方にご参加
いただいておりますが、今後は全員参加を
目指し、さらには健康診断結果の改善や新
規採用活動への好影響にも期待を寄せて
いただいています。

　今後も松本大学の教育・研究機関として
の強みを生かし、地域企業や自治体、住民
の皆さまとの連携をしながら、より健康で
活力ある地域づくりに貢献してまいりま
す。母校の知見を地域社会へ還元し、現場
に根ざした支援を積み重ねることで、「松
商学園・松本大学らしい健康支援モデル」
を全国へ発信していく所存です。同窓生の
皆様におかれましても、今後ともあたたか
いご理解とご支援を賜りますよう、よろしく
お願い申し上げます。

事業の柱とサポート体制

「母校の知見を、地域の活力へ」

具体的な取組み
株式会社レゾナック塩尻事業所様の事例

松本大学ヘルスプロモーション事業部 健康運動指導士　水野 綾子

母校の知見を、貴社の活力に！
～松本大学ヘルスプロモーション事業部のご案内～

同窓生の皆様には、より寄り添った形での
ご提案をさせていただきます。

• 体力測定：移動式測定車で貴社までお伺いします
• 健康指導：運動・栄養の専門家が個別サポート
• 認定支援：「健康経営優良法人」の取得を後押し

公式HP公式Instagram
（通信制）

公式Instagram
（全日制）

 お問い合わせ窓口

0263-48-7397（担当：塩原）

松商学園高等学校
公式HP▶▶

松商学園SSH成果発表会の様子

シンガポール研修 東京学芸大学との地質学研究 移動式体力測定車による脚筋力測定（㈱レゾナック塩尻事業所様にて）
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松商学園高等学校

校長　長野 雅弘

　明治31年の創立以来、本校は幾多の
時代の変化と向き合いながら地域ととも
に歩んできました。社会が大きく転換す
る局面においても、教育の本質を問い続
け「時代を生き抜く力」を育むことを使命
としてきた歴史があります。百余年の伝
統を受け継ぐ私たちに課せられた責任は、
過去の実績に安住することではなく未来
を担う若者に、変化の時代を主体的に切
り拓く力をつけることです。SSHは、その
決意を具体化する取組みです。
　本校では、探求教育を中核に、DS（デー
タサイエンス）教育、GL（グローバル）教
育、CA（キャリア）教育を連動させて文理
融合型カリキュラムを構築しています。理
数系の知識と人文社会科学的視点を往
還させながら、実験・観察・調査による一
次データの取得やオープンデータの分
析・可視化を通して、根拠に基づき考え発
信する力を育成しています。さらに、国際
的視野をもって課題を捉え直し、学びを
進路や社会的役割へと結び付け、総合知
を備えた人材の育成を目指しています。
　現在1年次の「SS探求基礎ゼミナール」、
2・3年次の「SS探求専門ゼミナール」を設
置し、課題設定から仮説検証、考察、発信
に至る探求プロセスを実践しています。
年2回の校内発表会を軸に、松本大学や

松本秀峰中等教育学校の生徒にも参加
してもらい、学園全体で学びを共有する
企画へと発展しています。外部発表や大
学・研究機関との連携も推進し、IR室と連
携した客観的検証により教育の成果を可
視化しながら対話を繰り返し、改善を図る
体制を整えています。
　こうした取組の成果として、毎年神戸で
開催されるSSH生徒研究発表会（全国大
会）への出場、海外校と国際共同研究の
実施、令和7年度（第69回）長野県学生科
学賞作品展覧会における県教育委員会
賞の受賞、京都大学女子高校生研究活動
支援企画「COCOUS-R」への採択など、

伝統校としての挑戦
ー SSHについて ―

一般社団法人松商サポート
運動×栄養で支える“働き続けられる”身体
ー 科学的アプローチで実現する健康経営 ―

　本校学術面での象徴であるSSH（スーパーサイエンスハイスクール）は、文部科学省より指定を受けた研究開発事業であり、
本校は文理融合基礎枠（開発型）として令和6年度から10年度までの5年間をⅠ期（創成期）として歩みを進めています。本校
の研究開発課題は、「課題を主体的に発見・思考・解決し、新たな価値を創造できる人材育成プログラムの研究開発」です。

　一般社団法人松商サポート 松本大学ヘルスプロモーション事業部は、「松本大学大学院健康科学研究科・根本賢一教授
の研究成果に基づく健康づくりに係る『運動』の専門性（スポーツ健康学科）と、『栄養』の専門性（健康栄養学科）を連携させ、
地域住民や団体、企業従業員の健康維持・増進を支援して、活力ある社会を実現する」という事業理念を掲げ、健康経営
の支援と体力測定を軸にしたサービスを展開しています。
　地元・松本市を拠点に、松本大学の実証データと現場のノウハウを融合させた独自のアプローチで、企業や地域の健康
課題に取り組んでいます。私たちの活動は、単なる測定や指導にとどまらず、継続的な支援を通じて「働き続けられる体づくり」
と「企業・地域の元気づくり」の実現を目指しています。

生徒の挑戦は実績として結実しています。
これらは、生徒一人ひとりが主体的に問
いを立て、探究を重ねてきた成果にほか
なりません。
　Ⅰ期創成期は、本校にとって教育の新
たな基盤を確立する重要な段階です。伝
統校としての矜持を胸に刻みつつ挑戦を
続ける姿勢こそが、真の伝統を未来へ継
承する道であると考えています。SSHを
通して本校はこれからも地域社会、日本
全土、世界に貢献できる人材の育成に取
り組んでいきます。今後とも母校への変
わらぬご理解とご支援を賜りますよう、お
願い申し上げます。

　主な事業の柱は、健康保険組合様や「健
康経営優良法人」を取得している企業様を
対象とした体力測定、特定保健指導、個別
運動プログラムの提供などです。運動と栄
養の両面から一人ひとりを対象にプログ
ラムを展開し、現状分析から課題抽出、改
善提案、行動変容支援までを一貫してサ
ポートしています。特に体力測定結果を
「見える化」することで、従業員の皆様が自
らの状態を客観的に把握し、無理なく健康
習慣につなげられる仕組みを構築してい
ます。
　当事業部の最大の特徴は、単発で終わら
せない「継続的な支援」にあります。定期的
な体力測定とフォローアップを通じて成果
を確認し、一人ひとりの生活習慣や職場環
境に合わせたプログラムを提供すること

で、従業員の身体活動量や健康意識が高
まり、疾患予防、労働災害の防止、さらには
組織全体の活力向上へとつなげています。

　具体的な事例として、長野県塩尻市の
株式会社レゾナック塩尻事業所様では、定
期的な体力測定とその結果に基づく個別
フィードバック、さらに活動量計を活用した
健康支援を導入いただいております。測定
結果から得られたデータをもとに、日常生
活や業務の合間に取り入れやすい運動を
提案し、活動量計のデータを基にした
フィードバックを行うことで、具体的な行動
に移していただくための仕組みを築いて
います。こうした支援により、従業員の皆さ
まが自らの健康状態を理解し、前向きに改
善へ取り組むきっかけとしています。現在

は全従業員の内、約3分の1の方にご参加
いただいておりますが、今後は全員参加を
目指し、さらには健康診断結果の改善や新
規採用活動への好影響にも期待を寄せて
いただいています。

　今後も松本大学の教育・研究機関として
の強みを生かし、地域企業や自治体、住民
の皆さまとの連携をしながら、より健康で
活力ある地域づくりに貢献してまいりま
す。母校の知見を地域社会へ還元し、現場
に根ざした支援を積み重ねることで、「松
商学園・松本大学らしい健康支援モデル」
を全国へ発信していく所存です。同窓生の
皆様におかれましても、今後ともあたたか
いご理解とご支援を賜りますよう、よろしく
お願い申し上げます。

事業の柱とサポート体制

「母校の知見を、地域の活力へ」

具体的な取組み
株式会社レゾナック塩尻事業所様の事例

松本大学ヘルスプロモーション事業部 健康運動指導士　水野 綾子

母校の知見を、貴社の活力に！
～松本大学ヘルスプロモーション事業部のご案内～

同窓生の皆様には、より寄り添った形での
ご提案をさせていただきます。

• 体力測定：移動式測定車で貴社までお伺いします
• 健康指導：運動・栄養の専門家が個別サポート
• 認定支援：「健康経営優良法人」の取得を後押し

公式HP公式Instagram
（通信制）

公式Instagram
（全日制）

 お問い合わせ窓口

0263-48-7397（担当：塩原）

松商学園高等学校
公式HP▶▶

松商学園SSH成果発表会の様子

シンガポール研修 東京学芸大学との地質学研究 移動式体力測定車による脚筋力測定（㈱レゾナック塩尻事業所様にて）
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　緑輝く歴史ある松本の地おいて、令和７年5月24日（土）、松本大学
同窓会定期総会及び懇親会が松本駅前のアルピプラザコホテルにて
開催されました。
　定期総会は、山崎会長の挨拶をはじめに議事に入り、令和6年度事
業・決算報告及び監査報告、令和7年度事業・予算案が審議され、全て
の議事が原案通り承認されました。
　例年であれば、総会に引き続き懇親会開催としていましたが、今回
は松本大学が主催する山岳シンポジウムが開催され、その後、懇親会
に入りました。学校法人松商学園田口理事長、松本大学清水学長、松
商学園高等学校校友会恩田会長他の来賓をお迎えし、また、大学教職

員の皆様にご出席いただき、約100名余りの参加のもと開催されまし
た。懇親会の余興では、松本大学アンサンブルサークル「Solae（ソラ
エ）」の素晴らしい声楽、そして全員参加による抽選会もあり、盛会の
もと終了することができました。
　また、例年、総会・懇親会は5月の土曜日に開催させていただいてお
りますが、世代を超えた同窓生の融和親睦を深めていていただく場と
して、今回の懇親会も時間が足りない程、熱心に語る姿がありました。
　今年度（令和8年度）の総会・懇親会は5月30日（土）開催予定です。
この会報最終ページに開催のお知らせを掲載しておりますので、同窓
会会員皆さまの多くの参加をお待ちしております。

次回大会予定 多くの皆さまのご参加をお待ちしております

FAX 0263-48-7298　　Email:dousoukai@t.matsu.ac.jpFAX・メールにて受付

第10回マレットゴルフ大会ご案内
■主　催　松商学園高等学校校友会
■共　催　松本大学同窓会
■開催日　9月5日（土）
■場　所　松本浅間カントリークラブ
■申し込み 松本大学同窓会として一括申し込みます。
■申し込み締め切り　7月中旬頃を予定
　※締め切り後、詳細をお送りいたします。

ゴルフコンペご案内
■開 催 日　6月13日(土)
■場 　 所　信州スカイパーク（かもしかコース・らいちょうコース）
■受付開始　8：30　　　■開 会 式・集 合 9：00
■会 　 費　1,000円
■終了後抽選会 抽選会を行います（昼食を用意します）
■豪華賞品　個人  優勝・アルバトロス賞・ホールインワン賞・参加賞
■申し込み締め切り　5月29日(金）（申込締切日は暫定です）

総会実行委員長（同窓会副会長）　丸山 正芳

令和７年度　定期総会・懇親会開催

　大学の学祭「第59回梓乃森祭」にあわせ
て10月18日(土)と19日(日)の2日間に亘り同
窓会主催のホームカミングデーを開催いた
しました。
　ホームカミングデーは同窓生を対象とし
たイベントです。受付テントでは、一昨年か
ら導入したQRコードによる受付を行い、同
窓生ご本人やご家族・ご友人の同伴者に、模
擬店で使える商品引換クーポン券をお渡し
しました。また、来場記念品として大学ロゴ
入りのマフラータオルを、さらに1日目には
午後の抽選会の抽選券をお渡ししました。

　来場者数は、少々風の強かっ
た1日目が150名余り、2日目が
90名余りと、合計240名もの同
窓生の皆さまに足を運んでいただきました。
　1日目のメインイベントは、15時から5号館
1階の講義室で開催した「学生活動支援金
贈呈式」および「抽選会」です。はじめに山
崎会長より、来場の御礼と同窓会活動につ
いての報告があり、続いて木藤副学長へ支
援金の目録が贈呈されました。副学長から
は丁寧な感謝のお言葉をいただきました。
この支援金が、部活動で頑張る学生たちの

ために有効に活用さ
れることを願っており
ます。
　その後行われたビ
ンゴ形式の抽選会で
は、地元安曇野産の
新米5㎏や有名テーマ
パークのペアチケッ

ホームカミングデー委員長（同窓会副会長）　唐木 美智男

第32回 ホームカミングデー開催

ソフトテニス部 部長 中島 弘毅

同窓会の支援による
ソフトテニス部部旗の新調の御礼

　　この度、同窓会の学生活動支援金をいただき、ソフトテニス部の部旗
を作成することができました。松本大学同窓会のご支援に対しまして、衷
心より御礼を申し上げます。部旗は、部のシンボルとも言える存在です。
松本大学創立とともに産声を上げたソフトテニス部も二十有余年の歴史
を数え、やっと部の旗を持つに至りました。まさに、臥龍点睛の思いです。
　2024年度の北信越大会では、松本大学ソフトテニス部の女子が春の
第84回北信越学生ソフトテニス大学対抗リーグ戦大会で1部リーグ準優
勝を飾り、秋の第85回北信越学生ソフトテニス大学対抗リーグ戦大会で
は1部リーグ優勝を成し遂げました。
 ソフトテニス部女子は、2024年6月に滋賀県で開催された「2024 全日
本大学ソフトテニス王座決定戦」への出場権を得て、北信越ブロック代表
として、各地域ブロックを勝ち上がった36大学の一つとして、初めて「王
座」に出場しました。開会式のことです。選手宣誓をするにあたり、参加
チームの代表が部旗を持ってステージ前方に集まりました。本学ソフトテ
ニス部は、部旗を持っていなかったため、その場にいながら、各大学の部
旗の輪の中に入ることができず、後方で見ているしかありませんでした。
大変、残念な思いをしました。学生たちが頑張って、全国大会である「王

座」に出場したにもかかわらず、その輪の中に入る準備ができていなかっ
たことを反省いたしました。
　部旗を作成するにあたり、学生と共に図案の選定にあたりました。何度
も業者とのやり取りを重ね、色の選定、文言と位置を決めました。学生から
は、「カッコイイ！」「最高！」との声が上がりました。部旗には、同窓会への感
謝を忘れるまいと「贈 松本大学同窓会」の文字を入れさせていただきまし
た。卒業式には新調した部旗を皆で囲んで記念撮影をさせていただきま
した（上記の写真参照）。
　同窓会の皆様には、改めて衷心より感謝申し上げます。

レクリエーション委員長（同窓会副会長）　三村 明子

　去る2025年6月14日（土）に予定していた「第９回マレットゴルフ大
会」は、残念ながら雨天のため中止となりました。当日の天気予報（降
水確率）を確認しながら、なんとか開催できないかと最後まで悩みま
したが、雨天になる確率が高く、安全を第一に考慮し、前々日に中止を
決定いたしました。
　結果として、当日も雨天となり、開催以来はじめての中止となりまし
た。楽しみにしてくださっていた皆様には大変申し訳なく思っています。
　本大会は、当初は7月に開催していた時期もありましたが、近年の異
常気象への対応（熱中症対策）も考慮し、現在は、梅雨時期ではあり

ますが1ヶ月早めた6月開催としております。今後は、開催日程の再検
討等の対策を講じてまいりますので、引き続きご理解とご協力をお願
い申しあげます。
　今回の第10回大会は2026年6月13日(土)に開催を予定しておりま
す。今年こそは天候にも恵まれ、皆様とお会いできることを楽しみにし
ております。
　信州スカイパークで飛行機の離発着を眺めながらのプレイとなりま
すので、是非ご家族やご友人もお誘い合わせのうえ、ご参加いただけ
れば幸いです。

第10回マレットゴルフへのお誘い
レクリエーション委員会

トなど、20品以上の魅力的な商品を用意い
たしました。番号が発表されるたびに「リー
チ！」「ビンゴ！」と歓声が上がり、会場は大
いに盛り上がりました。
　次回も皆さまに喜んでいただける賞品を
取り揃えたいと思いますので、ぜひご期待く
ださい。
　ホームカミングデーは、同窓生がキャンパ
スに集い、地域に根差し情報発信し続ける
「大学の今」を知っていただくとともに、世
代を超えた交流の場となることを目的とし
ています。ここでの出会いや刺激が、皆さま
の日常生活や仕事の活力となれば幸いです。
来年度も、ご友人やご家族をお誘い合いの
上、多くの皆さまが笑顔で集まれることを心
よりお待ちしております。

■ 会　　長 山崎　信市 （評）
 （学校法人松商学園理事・大学委員長）
■ 副 会 長 丸山　正芳 （評） ●総会実行委員長
 （学校法人松商学園理事・大学委員）
■ 副 会 長 青島　金吾 ●財務委員長
兼幹事長 （学校法人松商学園理事・法人事務局長）

■ 副 会 長 唐木　美智男 （評）●ホームカミングデー委員長
 太田　健司 （評） ●会報編集委員長
 三村　明子 ●レクリエーション委員長

■ 監　　事 吉澤　禮一
 塩島　星紀
■ 副幹事長 乾　　芳武 （評）
 百瀬　貴之
 小川原　健太
 北原　智代
 滝澤　　毅
 松澤　久由
 平林　孝一

 市川　健人
 雪入　大輝
■ 事務局長 清水　康司
■ 副事務局長 塩原　　忠
■ 事 務 局 宮坂　佳典
 鈴木　康修
■ 名誉会長 清水　一彦
■ 名誉顧問 横山　公一
 小島　惠子

［ 同窓会役員・委員長・学園役員 ］※（評）は、学校法人松商学園評議員

※任期3年の2年目となります。本年度もよろしくお願いいたします。

■ 顧　　問 土屋　眞一
■ 参　　与 竹内　正美
 髙山　義英
 降籏　勝一
 那須　誠
 宮坂　勲

令和7年度松本大学同窓会総会

支援金目録贈呈

抽選会（ビンゴ）の様子
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　緑輝く歴史ある松本の地おいて、令和７年5月24日（土）、松本大学
同窓会定期総会及び懇親会が松本駅前のアルピプラザコホテルにて
開催されました。
　定期総会は、山崎会長の挨拶をはじめに議事に入り、令和6年度事
業・決算報告及び監査報告、令和7年度事業・予算案が審議され、全て
の議事が原案通り承認されました。
　例年であれば、総会に引き続き懇親会開催としていましたが、今回
は松本大学が主催する山岳シンポジウムが開催され、その後、懇親会
に入りました。学校法人松商学園田口理事長、松本大学清水学長、松
商学園高等学校校友会恩田会長他の来賓をお迎えし、また、大学教職

員の皆様にご出席いただき、約100名余りの参加のもと開催されまし
た。懇親会の余興では、松本大学アンサンブルサークル「Solae（ソラ
エ）」の素晴らしい声楽、そして全員参加による抽選会もあり、盛会の
もと終了することができました。
　また、例年、総会・懇親会は5月の土曜日に開催させていただいてお
りますが、世代を超えた同窓生の融和親睦を深めていていただく場と
して、今回の懇親会も時間が足りない程、熱心に語る姿がありました。
　今年度（令和8年度）の総会・懇親会は5月30日（土）開催予定です。
この会報最終ページに開催のお知らせを掲載しておりますので、同窓
会会員皆さまの多くの参加をお待ちしております。

次回大会予定 多くの皆さまのご参加をお待ちしております

FAX 0263-48-7298　　Email:dousoukai@t.matsu.ac.jpFAX・メールにて受付

第10回マレットゴルフ大会ご案内
■主　催　松商学園高等学校校友会
■共　催　松本大学同窓会
■開催日　9月5日（土）
■場　所　松本浅間カントリークラブ
■申し込み 松本大学同窓会として一括申し込みます。
■申し込み締め切り　7月中旬頃を予定
　※締め切り後、詳細をお送りいたします。

ゴルフコンペご案内
■開 催 日　6月13日(土)
■場 　 所　信州スカイパーク（かもしかコース・らいちょうコース）
■受付開始　8：30　　　■開 会 式・集 合 9：00
■会 　 費　1,000円
■終了後抽選会 抽選会を行います（昼食を用意します）
■豪華賞品　個人  優勝・アルバトロス賞・ホールインワン賞・参加賞
■申し込み締め切り　5月29日(金）（申込締切日は暫定です）

総会実行委員長（同窓会副会長）　丸山 正芳

令和７年度　定期総会・懇親会開催

　大学の学祭「第59回梓乃森祭」にあわせ
て10月18日(土)と19日(日)の2日間に亘り同
窓会主催のホームカミングデーを開催いた
しました。
　ホームカミングデーは同窓生を対象とし
たイベントです。受付テントでは、一昨年か
ら導入したQRコードによる受付を行い、同
窓生ご本人やご家族・ご友人の同伴者に、模
擬店で使える商品引換クーポン券をお渡し
しました。また、来場記念品として大学ロゴ
入りのマフラータオルを、さらに1日目には
午後の抽選会の抽選券をお渡ししました。

　来場者数は、少々風の強かっ
た1日目が150名余り、2日目が
90名余りと、合計240名もの同
窓生の皆さまに足を運んでいただきました。
　1日目のメインイベントは、15時から5号館
1階の講義室で開催した「学生活動支援金
贈呈式」および「抽選会」です。はじめに山
崎会長より、来場の御礼と同窓会活動につ
いての報告があり、続いて木藤副学長へ支
援金の目録が贈呈されました。副学長から
は丁寧な感謝のお言葉をいただきました。
この支援金が、部活動で頑張る学生たちの

ために有効に活用さ
れることを願っており
ます。
　その後行われたビ
ンゴ形式の抽選会で
は、地元安曇野産の
新米5㎏や有名テーマ
パークのペアチケッ

ホームカミングデー委員長（同窓会副会長）　唐木 美智男

第32回 ホームカミングデー開催

ソフトテニス部 部長 中島 弘毅

同窓会の支援による
ソフトテニス部部旗の新調の御礼

　　この度、同窓会の学生活動支援金をいただき、ソフトテニス部の部旗
を作成することができました。松本大学同窓会のご支援に対しまして、衷
心より御礼を申し上げます。部旗は、部のシンボルとも言える存在です。
松本大学創立とともに産声を上げたソフトテニス部も二十有余年の歴史
を数え、やっと部の旗を持つに至りました。まさに、臥龍点睛の思いです。
　2024年度の北信越大会では、松本大学ソフトテニス部の女子が春の
第84回北信越学生ソフトテニス大学対抗リーグ戦大会で1部リーグ準優
勝を飾り、秋の第85回北信越学生ソフトテニス大学対抗リーグ戦大会で
は1部リーグ優勝を成し遂げました。
 ソフトテニス部女子は、2024年6月に滋賀県で開催された「2024 全日
本大学ソフトテニス王座決定戦」への出場権を得て、北信越ブロック代表
として、各地域ブロックを勝ち上がった36大学の一つとして、初めて「王
座」に出場しました。開会式のことです。選手宣誓をするにあたり、参加
チームの代表が部旗を持ってステージ前方に集まりました。本学ソフトテ
ニス部は、部旗を持っていなかったため、その場にいながら、各大学の部
旗の輪の中に入ることができず、後方で見ているしかありませんでした。
大変、残念な思いをしました。学生たちが頑張って、全国大会である「王

座」に出場したにもかかわらず、その輪の中に入る準備ができていなかっ
たことを反省いたしました。
　部旗を作成するにあたり、学生と共に図案の選定にあたりました。何度
も業者とのやり取りを重ね、色の選定、文言と位置を決めました。学生から
は、「カッコイイ！」「最高！」との声が上がりました。部旗には、同窓会への感
謝を忘れるまいと「贈 松本大学同窓会」の文字を入れさせていただきまし
た。卒業式には新調した部旗を皆で囲んで記念撮影をさせていただきま
した（上記の写真参照）。
　同窓会の皆様には、改めて衷心より感謝申し上げます。

レクリエーション委員長（同窓会副会長）　三村 明子

　去る2025年6月14日（土）に予定していた「第９回マレットゴルフ大
会」は、残念ながら雨天のため中止となりました。当日の天気予報（降
水確率）を確認しながら、なんとか開催できないかと最後まで悩みま
したが、雨天になる確率が高く、安全を第一に考慮し、前々日に中止を
決定いたしました。
　結果として、当日も雨天となり、開催以来はじめての中止となりまし
た。楽しみにしてくださっていた皆様には大変申し訳なく思っています。
　本大会は、当初は7月に開催していた時期もありましたが、近年の異
常気象への対応（熱中症対策）も考慮し、現在は、梅雨時期ではあり

ますが1ヶ月早めた6月開催としております。今後は、開催日程の再検
討等の対策を講じてまいりますので、引き続きご理解とご協力をお願
い申しあげます。
　今回の第10回大会は2026年6月13日(土)に開催を予定しておりま
す。今年こそは天候にも恵まれ、皆様とお会いできることを楽しみにし
ております。
　信州スカイパークで飛行機の離発着を眺めながらのプレイとなりま
すので、是非ご家族やご友人もお誘い合わせのうえ、ご参加いただけ
れば幸いです。

第10回マレットゴルフへのお誘い
レクリエーション委員会

トなど、20品以上の魅力的な商品を用意い
たしました。番号が発表されるたびに「リー
チ！」「ビンゴ！」と歓声が上がり、会場は大
いに盛り上がりました。
　次回も皆さまに喜んでいただける賞品を
取り揃えたいと思いますので、ぜひご期待く
ださい。
　ホームカミングデーは、同窓生がキャンパ
スに集い、地域に根差し情報発信し続ける
「大学の今」を知っていただくとともに、世
代を超えた交流の場となることを目的とし
ています。ここでの出会いや刺激が、皆さま
の日常生活や仕事の活力となれば幸いです。
来年度も、ご友人やご家族をお誘い合いの
上、多くの皆さまが笑顔で集まれることを心
よりお待ちしております。

■ 会　　長 山崎　信市 （評）
 （学校法人松商学園理事・大学委員長）
■ 副 会 長 丸山　正芳 （評） ●総会実行委員長
 （学校法人松商学園理事・大学委員）
■ 副 会 長 青島　金吾 ●財務委員長
兼幹事長 （学校法人松商学園理事・法人事務局長）

■ 副 会 長 唐木　美智男 （評）●ホームカミングデー委員長
 太田　健司 （評） ●会報編集委員長
 三村　明子 ●レクリエーション委員長

■ 監　　事 吉澤　禮一
 塩島　星紀
■ 副幹事長 乾　　芳武 （評）
 百瀬　貴之
 小川原　健太
 北原　智代
 滝澤　　毅
 松澤　久由
 平林　孝一

 市川　健人
 雪入　大輝
■ 事務局長 清水　康司
■ 副事務局長 塩原　　忠
■ 事 務 局 宮坂　佳典
 鈴木　康修
■ 名誉会長 清水　一彦
■ 名誉顧問 横山　公一
 小島　惠子

［ 同窓会役員・委員長・学園役員 ］※（評）は、学校法人松商学園評議員

※任期3年の2年目となります。本年度もよろしくお願いいたします。

■ 顧　　問 土屋　眞一
■ 参　　与 竹内　正美
 髙山　義英
 降籏　勝一
 那須　誠
 宮坂　勲

令和7年度松本大学同窓会総会

支援金目録贈呈

抽選会（ビンゴ）の様子
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同窓会副幹事長　雪入 大輝

令和８年 3 月 13 日
学位授与式･同窓会入会式･卒業記念パーティー開催
（松本大学・松本大学松商短期大学部・松本大学大学院）

期待が寄せられました。
　さらに、ナショナル（現在のパナソニック）の
創業者である松下幸之助氏の言葉「汗を出せ、
汗の中から知恵を出せ」を引用し、若い時代に
努力を重ねることの大切さが伝えられ、社会
の発展につながる知恵を生み出していくこと
への激励の言葉が送られました。
　当日はキャンパス内で友人や恩師と写真を
撮影するなど、卒業生・修了生が思い出を分か
ち合いながら、学び舎での最後のひとときを
過ごす姿が見られました。
■ 同窓会入会式
　学位授与式に引き続き、同窓会入会式を行
いました。入会式では、山崎会長から同窓生と
なる卒業生・修了生に対してお祝いの言葉が
送られ、清水同窓会事務局長より同窓会の概
要や活動について、今年の卒業生で約21,000
名が輩出されたことが説明されました。引き続
き、新学年幹事を紹介し、あわせて委嘱をさせ
ていただきました。新学年幹事の方々、この学

年を牽引し、同窓会活動を盛り上げていただく
ようにお願いいたします。
■ 卒業記念パーティー
　学位授与式・同窓会入会式のあとは、ホテル
ブエナビスタに場所を移し、卒業記念パー
ティーを同窓会主催のもと、大学職員、サポー
ト学生に協力いただき、多くの卒業生・修了生、
来賓、教職員をお招きし約600名の規模で開
催することができました。パーティーでは、在
学生のアンサンブルsolaeの合唱、ダンス部に
よるパフォーマンス、抽選会等が行われ、パー
ティーを盛り上げていただきました。参加され
た皆様の多くの笑顔が印象に残る卒業記念
パーティーとなりました。

■ 学位授与式
　本年度の学位授与式が松本大学第一体育
館にて、3月13日に執り行われました。清水一
彦学長から、大学、短大ならびに大学院の卒業
生・修了生、618名に対し、それぞれの学位が
授与されました。
　告辞では、卒業生・修了生が本学での学びを
通して身に付けた力として、「課題探求能力」
「就業力」「社会人基礎力」の三つの力について
触れられました。これらは大学教育を通じて培
われる力であると同時に、これから社会で活躍
していくうえで求められる重要な能力であり、
変化の激しい社会の中で主体的に課題を見つ
け、柔軟に考え行動していくことの大切さが語
られました。
　また、本学が受け継いできた「改革と挑戦」
の精神についても述べられ、卒業生一人ひと
りが大学生活の中で努力を重ね、その精神を
体現してきたことへの称賛とともに、社会に出
ても失敗を恐れず挑戦し続けてほしいという

　アスリート社員として、仕事をしながら競技活動を続けている同窓生の活躍をご紹介します。同窓生が国内外で活躍

　このたび松本大学は、文部科学省の私学助成事業である「少子化時
代を支える新たな私立大学等の経営改革支援」において、メニュー1
『少子化時代をキラリと光る教育力で乗り越える私立大学等戦略的経
営改革支援』に採択されるとともに、メニュー2『複数大学等の連携に
よる機能の共同化・高度化を通じた経営改革支援』に
おいても、連携大学として参画することとなりました。
松本大学は、本事業を通じて「教育の質のさらなる向
上」と「大学運営の高度化」を図り、地域社会の発展に
貢献する人材の育成を一層推進してまいります。

文部科学省の私学助成事業
「少子化時代を支える新たな私立大学等の
経営改革支援」に本学の取組みが採択

　11月2日より開催された「横浜市長杯争奪 第21
回関東地区大学野球選手権大会」において、本学
硬式野球部はベスト４という成績を収めることが
できました。初戦の国際武道大学（千葉大学野球
連盟１位）戦では、先制を許しながらも最終回に追
いつき、逆転。最後は粘り強く守り抜き、6-5で関東
大会初勝利を挙げました。続く準決勝では、杏林大学（東京新大学野球連
盟1位）と対戦し、0-6で敗戦となりました。
　本学硬式野球部は大学開学と共に創部し、以来初のリーグ戦準優勝、初
の関東大会出場、そして横浜スタジアムでの初勝利と、選手たちが新たな
歴史を切り拓いてくれました。
　これまで何度も何度も跳ね返され、多くの悔しさを積み重ねながら歴代

　　　　　　創部以来初の快挙
リーグ戦準優勝、初の関東大会出場、そして横浜スタジアムにて初勝利！

　2026年3月にスポーツ健康
学科を卒業した宮嶋さんは、
2025年11月2日に開催された
全日本スキー選手権大会ラー
ジヒル競技で準優勝しました。
優勝した丸山希選手（ミラノ・コ
ルティナ冬季五輪で銅メダル
を獲得）にはあと一歩及ばなかったものの、高梨沙羅選手や伊藤有希選手
といった実力者を抑えての価値ある成績でした。
　全日本選手権で準優勝した宮嶋さんは、その後のW杯メンバーに選出
され、日本代表として世界を転戦しました。そして、中国・張家口大会で2戦
連続７位、ドイツ・ヴィリンゲン大会でも9位に入り、大学1年次以来のトップ
10入りを果たしました。3度のトップ10入りにも関わらず、本当に！惜しくも
ミラノ・コルティナ冬季五輪への出場は叶いませんでしたが、卒業後はあ
いおいニッセイ同和損保スキー部で競技活動を続けられることになって
います。4年後のフランス・アルプス冬季五輪への出場はもちろんのこと、
メダル獲得もひそかに期待しています！ （スキー部 部長 齊藤 茂）

　　　　　　ノルディックスキー・ジャンプ女子の
宮嶋林湖さん、世界を舞台に活躍！

　9月3日～9月5日にかけて、「第４回三大学学生交流課題研究会議」が松本大学
を会場に開催されました。この会議は札幌大学、鹿児島国際大学、そして松本大学
の学生が集まり、多様な価値観を共有しながら、学生主体となって地域課題につ
いて議論するものです。
　今回は、議題である「地域資源のブランド化」について、オンライン会議での事
前学修と学生主体でのフィールドワークを実践し、各グループが特色ある成果を
発表することができました。様々な人と意見交換しながら地域の課題に立ち向か
うことで、自身の可能性を広げる機会になったのではないかと感じます。
　この度の交流会でお世話になりました、関係機関の皆様、あらためて心より御礼
申し上げます。誠にありがとうございました。 （学生課 主事 浅見 涼)

異なる地域の学生たちが集い、地域課題の解決に力注ぐ
「第４回三大学学生交流課題研究会議を松本大学で開催」

　男子サッカー部は、北信越大学サッ
カーリーグ1部において8チーム中2
位となり、全日本大学サッカー選手権
大会（インカレ）に出場しました。12月
6日に開催されたプレーオフは、常葉
大学(東海地区第2代表)に敗戦しまし
たが、続く強化ラウンドでは初戦の札
幌大学(北海道地区第1代表)に1－0で勝利、第2戦の鹿屋体育大学(九州地
区第3代表)には後半に追いつかれ1－1で引き分けたものの、最終戦となっ
た強豪・中京大学(東海地区第3代表)には1－0で勝利することができました。
その結果、グループ1位で強化ラウンド準決勝へ進出することができました。
　準決勝では新潟医療福祉大学(北信越地区第1代表)に惜敗し、ベスト4で
本大会を終えることになりましたが、昨年度夏の総理大臣杯ベスト8に続き、
おかげさまで今年度も全国の舞台で確かな足跡を残すことができました。
また、この大会を戦うにあたり、ご寄付をいただいた方々、ご支援いただい
た方々にこの場をお借りして感謝申しあげます。引き続き温かいご声援を
よろしくお願いいたします。 （男子サッカー部 部長兼監督 齊藤 茂）

　　　　　　
8年ぶり2回目のインカレ出場！

　卒業生の早河恭哉さんが松本山雅FCへ加入しました。男子サッカー部は、2007年の創部以来、長野県から
Jリーガーを輩出すべく、Jリーグクラブと関係を深めながら強化に力を入れてきました。今回で3人目のJリー
ガー誕生となります。早河選手への温かいご声援をよろしくお願いいたします。

3人目のJリーガーが誕生！松本山雅FCに新加入

　松本大学で過ごした４年間で、仲間と共に切磋琢磨することを通してサッカーだけではなく、人としても大き
く成長することができました。指導者の方々、支えてくれた仲間、家族、そして応援してくださったすべての方々
に心から感謝しています。本学において培ってきた努力と覚悟を胸に、プロの世界でもこれまで通り全力で戦
い、皆さんに勇気と感動を届けられる選手になりたいと思っています。今後も応援をよろしくお願いします。

●早河 恭哉さん
2026年3月スポーツ健康学科卒業、中部大学第一高等学校出身
ポジション／MF（ボランチ） 
2025デンソーカップチャレンジサッカーにて、優秀選手にも選出

硬式野球部

サッカー部スキー部

野球部OBが礎を築いてくれ、何度負けても皆さまからは頑張れと背中を
押していただきました。これまでの歴史や多くの皆さまの思いを感じ、創部
24年目にしてようやく見ることができた景色は、言葉にならないものがあ
りました。大会出場にあたり募らせていただいた寄付につきまして、数多く
の皆さまより温かいご支援を賜りましたこと、また、日頃からのご支援にも
心より感謝申しあげます。 （硬式野球部 監督 清野 友二）

●前田 知沙樹さん　株式会社村瀬組所属
　（2021年3月スポーツ健康学科卒業）
　第９回アジア冬季競技大会
　アルペンスキー女子スラローム競技　優勝

●南澤 明音さん　松本土建株式会社所属
　（2020年3月観光ホスピタリティ学科卒業）

　第73回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会
　女子400mハードル 優勝（日本歴代10位）

　第79回国民スポーツ大会「わたSHIGA輝く国スポ」
　女子400mハードル 優勝

左：宮嶋さん

学長への表敬訪問にて左：南澤さん
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同窓会副幹事長　雪入 大輝

令和８年 3 月 13 日
学位授与式･同窓会入会式･卒業記念パーティー開催
（松本大学・松本大学松商短期大学部・松本大学大学院）

期待が寄せられました。
　さらに、ナショナル（現在のパナソニック）の
創業者である松下幸之助氏の言葉「汗を出せ、
汗の中から知恵を出せ」を引用し、若い時代に
努力を重ねることの大切さが伝えられ、社会
の発展につながる知恵を生み出していくこと
への激励の言葉が送られました。
　当日はキャンパス内で友人や恩師と写真を
撮影するなど、卒業生・修了生が思い出を分か
ち合いながら、学び舎での最後のひとときを
過ごす姿が見られました。
■ 同窓会入会式
　学位授与式に引き続き、同窓会入会式を行
いました。入会式では、山崎会長から同窓生と
なる卒業生・修了生に対してお祝いの言葉が
送られ、清水同窓会事務局長より同窓会の概
要や活動について、今年の卒業生で約21,000
名が輩出されたことが説明されました。引き続
き、新学年幹事を紹介し、あわせて委嘱をさせ
ていただきました。新学年幹事の方々、この学

年を牽引し、同窓会活動を盛り上げていただく
ようにお願いいたします。
■ 卒業記念パーティー
　学位授与式・同窓会入会式のあとは、ホテル
ブエナビスタに場所を移し、卒業記念パー
ティーを同窓会主催のもと、大学職員、サポー
ト学生に協力いただき、多くの卒業生・修了生、
来賓、教職員をお招きし約600名の規模で開
催することができました。パーティーでは、在
学生のアンサンブルsolaeの合唱、ダンス部に
よるパフォーマンス、抽選会等が行われ、パー
ティーを盛り上げていただきました。参加され
た皆様の多くの笑顔が印象に残る卒業記念
パーティーとなりました。

■ 学位授与式
　本年度の学位授与式が松本大学第一体育
館にて、3月13日に執り行われました。清水一
彦学長から、大学、短大ならびに大学院の卒業
生・修了生、618名に対し、それぞれの学位が
授与されました。
　告辞では、卒業生・修了生が本学での学びを
通して身に付けた力として、「課題探求能力」
「就業力」「社会人基礎力」の三つの力について
触れられました。これらは大学教育を通じて培
われる力であると同時に、これから社会で活躍
していくうえで求められる重要な能力であり、
変化の激しい社会の中で主体的に課題を見つ
け、柔軟に考え行動していくことの大切さが語
られました。
　また、本学が受け継いできた「改革と挑戦」
の精神についても述べられ、卒業生一人ひと
りが大学生活の中で努力を重ね、その精神を
体現してきたことへの称賛とともに、社会に出
ても失敗を恐れず挑戦し続けてほしいという

　アスリート社員として、仕事をしながら競技活動を続けている同窓生の活躍をご紹介します。同窓生が国内外で活躍

　このたび松本大学は、文部科学省の私学助成事業である「少子化時
代を支える新たな私立大学等の経営改革支援」において、メニュー1
『少子化時代をキラリと光る教育力で乗り越える私立大学等戦略的経
営改革支援』に採択されるとともに、メニュー2『複数大学等の連携に
よる機能の共同化・高度化を通じた経営改革支援』に
おいても、連携大学として参画することとなりました。
松本大学は、本事業を通じて「教育の質のさらなる向
上」と「大学運営の高度化」を図り、地域社会の発展に
貢献する人材の育成を一層推進してまいります。

文部科学省の私学助成事業
「少子化時代を支える新たな私立大学等の
経営改革支援」に本学の取組みが採択

　11月2日より開催された「横浜市長杯争奪 第21
回関東地区大学野球選手権大会」において、本学
硬式野球部はベスト４という成績を収めることが
できました。初戦の国際武道大学（千葉大学野球
連盟１位）戦では、先制を許しながらも最終回に追
いつき、逆転。最後は粘り強く守り抜き、6-5で関東
大会初勝利を挙げました。続く準決勝では、杏林大学（東京新大学野球連
盟1位）と対戦し、0-6で敗戦となりました。
　本学硬式野球部は大学開学と共に創部し、以来初のリーグ戦準優勝、初
の関東大会出場、そして横浜スタジアムでの初勝利と、選手たちが新たな
歴史を切り拓いてくれました。
　これまで何度も何度も跳ね返され、多くの悔しさを積み重ねながら歴代

　　　　　　創部以来初の快挙
リーグ戦準優勝、初の関東大会出場、そして横浜スタジアムにて初勝利！

　2026年3月にスポーツ健康
学科を卒業した宮嶋さんは、
2025年11月2日に開催された
全日本スキー選手権大会ラー
ジヒル競技で準優勝しました。
優勝した丸山希選手（ミラノ・コ
ルティナ冬季五輪で銅メダル
を獲得）にはあと一歩及ばなかったものの、高梨沙羅選手や伊藤有希選手
といった実力者を抑えての価値ある成績でした。
　全日本選手権で準優勝した宮嶋さんは、その後のW杯メンバーに選出
され、日本代表として世界を転戦しました。そして、中国・張家口大会で2戦
連続７位、ドイツ・ヴィリンゲン大会でも9位に入り、大学1年次以来のトップ
10入りを果たしました。3度のトップ10入りにも関わらず、本当に！惜しくも
ミラノ・コルティナ冬季五輪への出場は叶いませんでしたが、卒業後はあ
いおいニッセイ同和損保スキー部で競技活動を続けられることになって
います。4年後のフランス・アルプス冬季五輪への出場はもちろんのこと、
メダル獲得もひそかに期待しています！ （スキー部 部長 齊藤 茂）

　　　　　　ノルディックスキー・ジャンプ女子の
宮嶋林湖さん、世界を舞台に活躍！

　9月3日～9月5日にかけて、「第４回三大学学生交流課題研究会議」が松本大学
を会場に開催されました。この会議は札幌大学、鹿児島国際大学、そして松本大学
の学生が集まり、多様な価値観を共有しながら、学生主体となって地域課題につ
いて議論するものです。
　今回は、議題である「地域資源のブランド化」について、オンライン会議での事
前学修と学生主体でのフィールドワークを実践し、各グループが特色ある成果を
発表することができました。様々な人と意見交換しながら地域の課題に立ち向か
うことで、自身の可能性を広げる機会になったのではないかと感じます。
　この度の交流会でお世話になりました、関係機関の皆様、あらためて心より御礼
申し上げます。誠にありがとうございました。 （学生課 主事 浅見 涼)

異なる地域の学生たちが集い、地域課題の解決に力注ぐ
「第４回三大学学生交流課題研究会議を松本大学で開催」

　男子サッカー部は、北信越大学サッ
カーリーグ1部において8チーム中2
位となり、全日本大学サッカー選手権
大会（インカレ）に出場しました。12月
6日に開催されたプレーオフは、常葉
大学(東海地区第2代表)に敗戦しまし
たが、続く強化ラウンドでは初戦の札
幌大学(北海道地区第1代表)に1－0で勝利、第2戦の鹿屋体育大学(九州地
区第3代表)には後半に追いつかれ1－1で引き分けたものの、最終戦となっ
た強豪・中京大学(東海地区第3代表)には1－0で勝利することができました。
その結果、グループ1位で強化ラウンド準決勝へ進出することができました。
　準決勝では新潟医療福祉大学(北信越地区第1代表)に惜敗し、ベスト4で
本大会を終えることになりましたが、昨年度夏の総理大臣杯ベスト8に続き、
おかげさまで今年度も全国の舞台で確かな足跡を残すことができました。
また、この大会を戦うにあたり、ご寄付をいただいた方々、ご支援いただい
た方々にこの場をお借りして感謝申しあげます。引き続き温かいご声援を
よろしくお願いいたします。 （男子サッカー部 部長兼監督 齊藤 茂）

　　　　　　
8年ぶり2回目のインカレ出場！

　卒業生の早河恭哉さんが松本山雅FCへ加入しました。男子サッカー部は、2007年の創部以来、長野県から
Jリーガーを輩出すべく、Jリーグクラブと関係を深めながら強化に力を入れてきました。今回で3人目のJリー
ガー誕生となります。早河選手への温かいご声援をよろしくお願いいたします。

3人目のJリーガーが誕生！松本山雅FCに新加入

　松本大学で過ごした４年間で、仲間と共に切磋琢磨することを通してサッカーだけではなく、人としても大き
く成長することができました。指導者の方々、支えてくれた仲間、家族、そして応援してくださったすべての方々
に心から感謝しています。本学において培ってきた努力と覚悟を胸に、プロの世界でもこれまで通り全力で戦
い、皆さんに勇気と感動を届けられる選手になりたいと思っています。今後も応援をよろしくお願いします。

●早河 恭哉さん
2026年3月スポーツ健康学科卒業、中部大学第一高等学校出身
ポジション／MF（ボランチ） 
2025デンソーカップチャレンジサッカーにて、優秀選手にも選出

硬式野球部

サッカー部スキー部

野球部OBが礎を築いてくれ、何度負けても皆さまからは頑張れと背中を
押していただきました。これまでの歴史や多くの皆さまの思いを感じ、創部
24年目にしてようやく見ることができた景色は、言葉にならないものがあ
りました。大会出場にあたり募らせていただいた寄付につきまして、数多く
の皆さまより温かいご支援を賜りましたこと、また、日頃からのご支援にも
心より感謝申しあげます。 （硬式野球部 監督 清野 友二）

●前田 知沙樹さん　株式会社村瀬組所属
　（2021年3月スポーツ健康学科卒業）
　第９回アジア冬季競技大会
　アルペンスキー女子スラローム競技　優勝

●南澤 明音さん　松本土建株式会社所属
　（2020年3月観光ホスピタリティ学科卒業）

　第73回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会
　女子400mハードル 優勝（日本歴代10位）

　第79回国民スポーツ大会「わたSHIGA輝く国スポ」
　女子400mハードル 優勝

左：宮嶋さん

学長への表敬訪問にて左：南澤さん
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ビューティ デザイン

ビューティフィールド デザインフィールド

新フィールドが登場！

松本大学に
2027年4月『人間科学群』が誕生
専門性を高める独自の学びからAI時代の新しい「人の専門家」がここから生まれる

※設置構想中であり、内容は変更となることがあります。

（仮称・設置構想中）

データサイエンス
入学定員40名  ［学士（人間科学）］

学群とは？
連携協力する複数学部の学問分野から構成されており、興味関心に
合わせて幅広い学びを柔軟に選択できます。学士の学位を取得でき、
学歴の扱いは通常の学部と変わりありません。

2026年4月から松商短大で新たな学びを展開

社会で通用する

「実践力」「人間力」
を2年間でしっかり身につけ、
資格取得にも対応した

質の高い学び
を提供します。

目指せる資格は約��種類！
会計・金融・ビジネス分野
情報・IT分野
医療・福祉分野
ブライダル分野
ファッション・デザイン分野
図書館司書・語学分野

資格取得は、将来さまざまな場面で役立ちます。

など

目指せる資格
認定心理士
小学校教諭免許状
健康運動指導士
健康運動実践指導者
認定スポーツカウンセラー

ITパスポート
第一種衛生管理者
防災士 など

詳細は
HPへ

こころ からだ
教育学部

学校教育学科
人間健康学部

スポーツ健康学科

AI時代に対応すべく、デザインスキルの基本
から応用まで、プロのデザイナーから社会で
活かすことのできるスキルを学べる

業界で活躍するプロフェッショナル講師
による指導の下、メイクアップ、ヘアメイ
ク、着付けなど実践的に学べる

入学金
免除制度

松本大学・松商短期大学部・松本大学大学院の卒業生
または在学生が祖父母・父母・兄弟姉妹にいる場合は、
入学金の半額が免除となります。

新幹事紹介

　今年度、松本大学卒業生として総合経営学部観光ホスピタリティ
学科学年幹事をさせていただきます、鍵田輝です。
　大学生活4年間の中では様々な方々にお世話になりました。また
出会いにも恵まれ、職員の方々や友人、尊敬する先輩後輩の存在な
ど、毎日が刺激に満ち溢れていました。特に、私が参加したマツナビ
と地域づくり考房『ゆめ』の活動では、同じ志を持った仲間とともに課
題に臨み壁を乗り越えました。そして、地域の方々とのかかわりを通
じて、様々な年代の方々との交流ができました。この経験は、松本大
学に入学したからこそ得られた経験であり、支えていただいた多くの
方々に感謝しています。
　松本大学同窓会の方々には卒業記念パーティーなどの感謝を伝
えられる場を作っていただき感謝しています。
　今年度から松本大学同窓会幹事の一員として、不慣れながらも活
動をさせていただきます。松本大学を同窓生として支えていけるこ
とがとても光栄です。これからもよろしくお願いいたします。

新幹事挨拶

松本大学　総合経営学部　観光ホスピタリティ学科

学年幹事　鍵田 輝

■総合経営学部
　総合経営学科･････････････････  有田 　諒芽
　観光ホスピタリティ学科 ･･･････  鍵田 　　輝
　観光ホスピタリティ学科 ･･･････  中埜 　加那

■人間健康学部
　健康栄養学科･････････････････  百瀬 　有純
　スポーツ健康学科･････････････  鈴木 　葵衣
　スポーツ健康学科･････････････  吉原 　光鈴

■教育学部
　学校教育学科･････････････････  竹内 　賢太
　学校教育学科･････････････････  中斎 　陽葵
　学校教育学科･････････････････  山﨑 　翔太

■松商短期大学部
　商学科･･･････････････････････  倉科 　舞綺
　経営情報学科･････････････････  山本 　空誠

お問い合わせ先：奨学金相談センター

0570-666-301

日本学生支援機構奨学金の賃与を受けていた方へ

　先輩が返還したお金が後輩の奨学金になります。返還
金の回収が遅れると、後輩奨学生の採用・交付に重大な
支障をきたします。病気、低収入などで返還が困難な場
合は、減額返還や返還期限を猶予する制度があります。

■他部門への異動者
松商学園高等学校･････主　任 小野 沙矢香（総務課）
松商学園高等学校･････主　事 奈良井 悠希（教務課）
松本秀峰中等教育学校･･主　事 中川　 洋輔（キャリアセンター）
法人事務局経理課･････主　事 中西　 浩一（教職センター）

■他部門からの異動者
地域連携課･･･････････課長補佐 丸山　 勝弘（松商学園高等学校）
管理課･･･････････････主　事 雪入　 大輝（松本秀峰中等教育学校）

　令和7年度退職者および令和8年度新任者について、同窓会の皆様にお知らせいたします。

■令和 7年度退職者
健康科学研究科･･････････教　授 木藤　 伸夫
健康科学研究科･･････････教　授 青木　 雄次
観光ホスピタリティ学科 ･･教　授 林　　 昌孝
観光ホスピタリティ学科 ･･教　授 益山 代利子
観光ホスピタリティ学科 ･･准教授 城本　 高輝
健康栄養学科････････････准教授 矢内　 和博
キャリアセンター････････主　任 松尾　 淳彦
キャリアセンター････････主　任 上嶋 みゆき

■令和 8年度新任者
健康科学研究科･･････････教　授 川久保 雅友
健康科学研究科･･････････教　授 清水　 裕晶
観光ホスピタリティ学科 ･･准教授 助川　 達也
観光ホスピタリティ学科 ･･講　師 山島　 有喜

■他部門への異動者
松商学園高等学校･････事務長 赤羽　 研太（大学事務局長）
法人事務局庶務課･････課長補佐 石川　 大輔（教務課）
法人事務局庶務課･････主　任 鈴木　 康修（管理課）

■他部門からの異動者
松本大学事務局長･････事務局長 西澤　 芳浩（松商学園高等学校事務長）
管理課･･･････････････課長補佐 百瀬　 貴之（法人事務局庶務課）
教務課･･･････････････主　事 田中 あずさ（法人事務局庶務課）

松本大学人事短信

スポーツ健康学科････････講　師 安達　 　玄
学校教育学科････････････講　師 松尾　 　藍
商学科･･････････････････講　師 岩田　 生粋
健康安全センター････････主　事 西谷　 美香
学生課･･････････････････主　事 小島　 瑠生

（専任教職員のみ掲載させていただきます）
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ビューティ デザイン

ビューティフィールド デザインフィールド

新フィールドが登場！

松本大学に
2027年4月『人間科学群』が誕生
専門性を高める独自の学びからAI時代の新しい「人の専門家」がここから生まれる

※設置構想中であり、内容は変更となることがあります。

（仮称・設置構想中）

データサイエンス
入学定員40名  ［学士（人間科学）］

学群とは？
連携協力する複数学部の学問分野から構成されており、興味関心に
合わせて幅広い学びを柔軟に選択できます。学士の学位を取得でき、
学歴の扱いは通常の学部と変わりありません。

2026年4月から松商短大で新たな学びを展開

社会で通用する

「実践力」「人間力」
を2年間でしっかり身につけ、
資格取得にも対応した

質の高い学び
を提供します。

目指せる資格は約��種類！
会計・金融・ビジネス分野
情報・IT分野
医療・福祉分野
ブライダル分野
ファッション・デザイン分野
図書館司書・語学分野

資格取得は、将来さまざまな場面で役立ちます。

など

目指せる資格
認定心理士
小学校教諭免許状
健康運動指導士
健康運動実践指導者
認定スポーツカウンセラー

ITパスポート
第一種衛生管理者
防災士 など

詳細は
HPへ

こころ からだ
教育学部

学校教育学科
人間健康学部

スポーツ健康学科

AI時代に対応すべく、デザインスキルの基本
から応用まで、プロのデザイナーから社会で
活かすことのできるスキルを学べる

業界で活躍するプロフェッショナル講師
による指導の下、メイクアップ、ヘアメイ
ク、着付けなど実践的に学べる

入学金
免除制度

松本大学・松商短期大学部・松本大学大学院の卒業生
または在学生が祖父母・父母・兄弟姉妹にいる場合は、
入学金の半額が免除となります。

新幹事紹介

　今年度、松本大学卒業生として総合経営学部観光ホスピタリティ
学科学年幹事をさせていただきます、鍵田輝です。
　大学生活4年間の中では様々な方々にお世話になりました。また
出会いにも恵まれ、職員の方々や友人、尊敬する先輩後輩の存在な
ど、毎日が刺激に満ち溢れていました。特に、私が参加したマツナビ
と地域づくり考房『ゆめ』の活動では、同じ志を持った仲間とともに課
題に臨み壁を乗り越えました。そして、地域の方々とのかかわりを通
じて、様々な年代の方々との交流ができました。この経験は、松本大
学に入学したからこそ得られた経験であり、支えていただいた多くの
方々に感謝しています。
　松本大学同窓会の方々には卒業記念パーティーなどの感謝を伝
えられる場を作っていただき感謝しています。
　今年度から松本大学同窓会幹事の一員として、不慣れながらも活
動をさせていただきます。松本大学を同窓生として支えていけるこ
とがとても光栄です。これからもよろしくお願いいたします。

新幹事挨拶

松本大学　総合経営学部　観光ホスピタリティ学科

学年幹事　鍵田 輝

■総合経営学部
　総合経営学科･････････････････  有田 　諒芽
　観光ホスピタリティ学科 ･･･････  鍵田 　　輝
　観光ホスピタリティ学科 ･･･････  中埜 　加那

■人間健康学部
　健康栄養学科･････････････････  百瀬 　有純
　スポーツ健康学科･････････････  鈴木 　葵衣
　スポーツ健康学科･････････････  吉原 　光鈴

■教育学部
　学校教育学科･････････････････  竹内 　賢太
　学校教育学科･････････････････  中斎 　陽葵
　学校教育学科･････････････････  山﨑 　翔太

■松商短期大学部
　商学科･･･････････････････････  倉科 　舞綺
　経営情報学科･････････････････  山本 　空誠

お問い合わせ先：奨学金相談センター

0570-666-301

日本学生支援機構奨学金の賃与を受けていた方へ

　先輩が返還したお金が後輩の奨学金になります。返還
金の回収が遅れると、後輩奨学生の採用・交付に重大な
支障をきたします。病気、低収入などで返還が困難な場
合は、減額返還や返還期限を猶予する制度があります。

■他部門への異動者
松商学園高等学校･････主　任 小野 沙矢香（総務課）
松商学園高等学校･････主　事 奈良井 悠希（教務課）
松本秀峰中等教育学校･･主　事 中川　 洋輔（キャリアセンター）
法人事務局経理課･････主　事 中西　 浩一（教職センター）

■他部門からの異動者
地域連携課･･･････････課長補佐 丸山　 勝弘（松商学園高等学校）
管理課･･･････････････主　事 雪入　 大輝（松本秀峰中等教育学校）

　令和7年度退職者および令和8年度新任者について、同窓会の皆様にお知らせいたします。

■令和 7年度退職者
健康科学研究科･･････････教　授 木藤　 伸夫
健康科学研究科･･････････教　授 青木　 雄次
観光ホスピタリティ学科 ･･教　授 林　　 昌孝
観光ホスピタリティ学科 ･･教　授 益山 代利子
観光ホスピタリティ学科 ･･准教授 城本　 高輝
健康栄養学科････････････准教授 矢内　 和博
キャリアセンター････････主　任 松尾　 淳彦
キャリアセンター････････主　任 上嶋 みゆき

■令和 8年度新任者
健康科学研究科･･････････教　授 川久保 雅友
健康科学研究科･･････････教　授 清水　 裕晶
観光ホスピタリティ学科 ･･准教授 助川　 達也
観光ホスピタリティ学科 ･･講　師 山島　 有喜

■他部門への異動者
松商学園高等学校･････事務長 赤羽　 研太（大学事務局長）
法人事務局庶務課･････課長補佐 石川　 大輔（教務課）
法人事務局庶務課･････主　任 鈴木　 康修（管理課）

■他部門からの異動者
松本大学事務局長･････事務局長 西澤　 芳浩（松商学園高等学校事務長）
管理課･･･････････････課長補佐 百瀬　 貴之（法人事務局庶務課）
教務課･･･････････････主　事 田中 あずさ（法人事務局庶務課）

松本大学人事短信

スポーツ健康学科････････講　師 安達　 　玄
学校教育学科････････････講　師 松尾　 　藍
商学科･･････････････････講　師 岩田　 生粋
健康安全センター････････主　事 西谷　 美香
学生課･･････････････････主　事 小島　 瑠生

（専任教職員のみ掲載させていただきます）
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令和7年度 卒業生進路状況（令和8年3月卒業）

【就　職】
㈱ R&Cながの青果
赤田工業㈱
㈱アバハウスインターナショナル
アルピコ交通㈱
アルプス中央信用金庫
飯田信用金庫
いすゞ 自動車中部㈱
㈱井田コーポレーション
㈱イトマンスイミングスクール
㈱岩野商会
㈱Wiz
㈱エーワンオートイワセ
㈱縁
エヌシーシー㈱
㈱エラン
岡谷市役所
上伊那農業協同組合
㈱キッツ
㈱キッツメタルワークス
キヤノン ITソリューションズ㈱
㈲クリート藤田
クリエイティブワース㈱
CREST PRECISION㈱
㈱グローバルネットコア
ケント照明㈱
㈱小泉中部
㈱甲信マツダ
こばやし内科クリニック
㈱桜井甘精堂
サン工業㈱
塩尻市役所
下諏訪町役場
信州ビバレッジ㈱
須坂市役所
㈱鈴木
セキスイハイム信越㈱

㈱センデン
㈱ダイシン
太陽工業㈱
高沢産業㈱
高島産業㈱
タクトホーム㈱
タマホーム㈱
㈱ツルヤ
TPR ㈱
㈱テレビ松本ケーブルビジョン
東洋技研㈱
扉ホールディングス㈱
トライアン㈱
㈱トラスト
ながの農業協同組合
長野県信用組合
長野県農業共済組合
長野県労働金庫
長野證券㈱
長野信用金庫
自衛隊長野地方協力本部
長野日産自動車㈱
長野八ヶ岳農業協同組合
鍋林㈱
税理士法人成迫会計事務所
㈱西源
㈱ニトリ
日本電子㈱
日本電熱㈱
ネクストリンクス㈱
パーソルファクトリーパートナーズ㈱
㈱ピーエスシー
フィットイージー㈱
㈱フクザワコーポレーション
ブックオフコーポレーション㈱
船昌商事㈱
㈱プレサンスコーポレーション
㈱フロンティア・スピリット
㈱ホンダカーズ長野中央

㈱マクシスエンジニアリング
松本ガス㈱
㈱マツモトキヨシ甲信越販売
松本信用金庫
松本ハイランド農業協同組合
㈱マナテック
丸井産業㈱
社会医療法人抱生会　丸の内病院
マルヤス機械㈱
㈱ミマキエンジニアリング
㈱村瀬組
㈱ヤツレン
㈱ヤマウラ
山形村役場
㈲八幡屋礒五郎
㈱Uホールディングス
㈱ライト光機製作所
リコージャパン㈱　長野支社
㈱レッドバロン
㈱綿半ホームエイド

【就　職】
アース環境サービス㈱
アステック㈱
㈱あずみ製作所
安曇野市役所
あづみのうえはらおとなこども歯科医院
㈱アルプスピアホーム
飯田信用金庫
イオンリテール㈱
㈱一条工務店
エヌ・エス・ケイ㈱
㈱エラン
岡野薬品㈱
岡谷市役所
岡谷酸素㈱
㈱音羽ノ森

樫山工業㈱
蒲原ガス㈱
㈱共和コーポレーション
協和ダンボール㈱
クオリティフーズ㈱
㈱クラ・ゼミ
グリーン長野農業協同組合
㈱グレート長野
㈱ケアリッツ・アンド・パートナーズ
㈱ケーユーホールディングス
甲府信用金庫
生活協同組合コープながの
㈱コスモス薬品
㈱サイサン
㈱サニクリーン甲信越
三耐保温㈱
㈱しまむら
㈱スリール
諏訪信用金庫
セキスイハイム信越㈱
太陽重機㈲
㈱タカチホ
㈱高見澤
㈱タカミツ
社会福祉法人中信社会福祉協会
㈱ツルハ
㈱ツルヤ
TIS長野㈱
㈱テクノジャパン
㈱デジタル・スパイス
㈱デリシア
東急バス㈱
㈱TOSYS
扉ホールディングス㈱
長野機材㈱
長野県教育委員会
長野県労働金庫
長野商工会議所
長野信用金庫

長野電鉄㈱
長野日産自動車㈱
㈱長野ホテル犀北館
日穀製粉㈱
日精樹脂工業㈱
日本瓦斯㈱
㈱日本ピスコ
日本メックス㈱　信越支店
ネクストリンクス㈱
㈱ハリマビステム
㈱プラザクリエイト
フレックスジャパン㈱
㈱星野リゾート・マネジメント
㈱ホンダカーズ長野中央
マクセルイズミ㈱
社会福祉法人松川村社会福祉協議会
㈱マツザワ
松本市役所
松本広域消防局
松本信用金庫
松本ハイランド農業協同組合
㈱マルイチ産商
㈱マルニシ
㈱ミマキエンジニアリング
㈱メガネのナガタ
㈱ヤマウラ
㈱大和
社会福祉法人やまなし勤労者福祉会
㈱山梨県民球団
林業笠原造園㈱
社会福祉法人れんげ福祉会
㈱ロキテクノ
㈱綿半ホームエイド

【進　学】
信州大学大学院

総合経営学科

観光ホスピタリティ学科

松本大学　総合経営学部

【就　職】
㈱アステップ信州
阿智村役場
あづみのうえはらおとなこども歯科医院
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン
飯田市立病院
㈱イッセイミヤケ
ウエルシア薬局㈱
エームサービス㈱
㈱EVERYFOOD
カイシン工業㈱
鹿教湯三才山リハビリテーションセンター　鹿教湯病院
河上薬品商事㈱
㈱カワチ薬品
㈱クスリのアオキ
㈱グリーンハウス
群栄化学工業㈱
社会福祉法人恵清会　特別養護老人ホーム真寿園
㈱ケーユーホールディングス
医療法人銀門会　甲州リハビリテーション病院
小諸市役所
㈱さくらさくみらい
㈱サンクゼール
サントリービバレッジソリューション㈱
長野県厚生農業協同組合連合会　下伊那厚生病院
信州大学医学部附属病院
信州ハム㈱
セントラルパック㈱

WDB㈱エウレカ社
㈱ツルヤ
㈱デイリーはやしや
㈱デリクックちくま
TCB東京中央美容外科
㈱トラスト
㈱ナガキュウ
長野県教育委員会
㈲中村屋パン店
南木曽町役場
日総工産㈱
㈱nobitel
社会福祉法人博愛会　博愛保育園
社会福祉法人ひかりの里
社会福祉法人咲くひまわり会　ひまわり保育園
㈱フォンス
長野県厚生農業協同組合連合会　富士見高原病院
ブリヂストンタイヤ長野販売㈱
㈱ポテトデリカ
㈱マツモトキヨシ
㈱マツモトキヨシ甲信越販売
医療法人昭伊会　まるやまファミリークリニック
美勢商事㈱
㈱メフォス
㈲八幡屋礒五郎
㈱嶺水
㈱綿半ホームエイド

【就　　職】
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
㈱ICAP
アイリスオーヤマ㈱
あづみ農業協同組合
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン
アルプス中央信用金庫
㈱アルプスピアホーム
AIMHIGH合同会社
㈱エスアイイー
NTPトヨタ信州㈱
ELJソーラーコーポレーション㈱
オイシックス新潟アルビレックス・ベースボール・クラブ
関東自動車㈱
㈱かんぽ生命保険
キッセイコムテック㈱
㈱玉扇グローバル
警視庁
㈱ケーユーホールディングス
甲信商事㈱
興能信用金庫
コナミスポーツ㈱
㈱コプロ・ホールディングス
㈱サイサン
佐川急便㈱
㈱サクセン
㈱サニクリーン甲信越
炭火焼肉七輪亭

自由の森学園中学校・高等学校
信越理研㈱
信州ビバレッジ㈱
SALES ROBOTICS㈱
セキスイハイム信越㈱
太陽工業㈱
タカサワ通商㈱
㈱タカゾノ
㈱タジマモーターコーポレーション
立科町役場
タマホーム㈱
㈱ツナグバ
東京都教育委員会
東濃信用金庫
戸田中央メディカルケアグループ
㈱ながでんウェルネス
長野県教育委員会
長野県警察
長野県信用組合
長野県労働金庫
地方独立行政法人長野市民病院
長野日産自動車㈱
長野森紙業㈱　塩尻事業所
医療法人並木会
新潟県教育委員会
日本キャタピラー合同会社
日本スキー場開発㈱
㈱日本ハウスホールディングス
Hanauer SC 1960
羽田空港サービス㈱

㈱ピーエイ
㈱フォーチュン
㈱福祉ハウスグループ
㈱フロンティア・スピリット
別海パイロットスピリッツ
㈱ベルパーク
㈱星野リゾート・マネジメント
㈱ホンダカーズ長野中央
松澤工業㈱
松本市役所
松本信用金庫
松本山雅フットボールクラブ
丸井産業㈱
㈱マルイチ産商
ミズノスポーツサービス㈱
㈱ミマキエンジニアリング
㈱村瀬組
㈱ヤマウラ
大和電機工業㈱
㈱Uホールディングス
㈱ヨコハマタイヤジャパン
㈱ラネット
㈱ルーク
WashiON㈱

【進　学】
木下ユミ・メークアップ＆ネイルアトリエ
上越教育大学大学院

健康栄養学科 スポーツ健康学科

松本大学　人間健康学部

【就　職】
岡野薬品㈱

埼玉県教育委員会
真如苑
㈱諏訪貸家アパートセンター
諏訪信用金庫

千葉県教育委員会
㈱テクノプロ　テクノプロ・エンジニアリング社
東京都教育委員会
長野県教育委員会

自衛隊長野地方協力本部
新潟県教育委員会
㈱フーレイ
㈱フジテックス

富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱
松本空港ターミナルビル㈱
山梨県教育委員会

学校教育学科

松本大学　教育学部

【就　職】
社会医療法人財団慈泉会　相澤病院
㈱アイテク
上松電子㈱
㈱アサヒセキュリティ
㈱アジマ自動車学校
アステック㈱
アズビル太信㈱
㈱アズミ村田製作所
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン
㈱アルプスツール
飯山精器㈱
税理士法人イツボ
㈲いろは堂
㈱ウィルトス
浦安工業㈱
㈱栄光製作所
㈱エイジェック　松本オフィス
㈱エクセル
えびすや
㈱エンディミオン
㈱カイジョー
カイシン工業㈱
金澤工業㈱
㈱カネコ・コーポレーション

かもいクリニック
㈱キッツメタルワークス
㈱クスリのアオキ
㈱くるまや
㈱小泉中部
㈱甲信マツダ
㈱五千尺
㈱国興
㈱コプロ・ホールディングス
㈱コメリ
コモタ㈱
真田KOA㈱
㈱サンコー
山洋電気テクノサービス㈱
㈱GSユアサ安曇野
㈱SIMMTECH GRAPHICS
㈱城南製作所
㈱SHINKO
信州諏訪農業協同組合
信州ビバレッジ㈱
信州名鉄運輸㈱
㈱スヰト
スターバックスコーヒージャパン㈱
㈲スタジオ・ビーチハウス
諏訪信用金庫
セイコーエプソン㈱
セントラルパック㈱

㈱ソラスト
㈱ダイシン
大北農業協同組合
㈱タカサワ
㈱高見澤
㈱ホテル玉の湯
㈱チンタイバンク
㈱ツルヤ
㈱TSIホールディングス
㈱ティーガイア
TPR㈱
デジタルデータソリューション㈱
㈱デリカ
㈱デリシア
㈱テレビ松本ケーブルビジョン
㈱デンソーエアクール
東電用地㈱
東洋計器㈱
東洋精機工業㈱
㈱TOSYS
DOWAパワーデバイス㈱
トヨタモビリティパーツ㈱　長野支社
中日本メディカルリンク㈱
長野県警察
長野県労働金庫
長野信用金庫
長野日産自動車㈱

日研トータルソーシング㈱
㈱日本ケイテム
日本郵便㈱　信越支社
日本連合警備㈱
㈱ネクステージ
㈱ノジマ
㈱ハーモニック・ドライブ・システムズ
深志神社　梅風閣
㈱ハイライト
Ptif㈱
平沢電機㈱
㈱フォトスタ・トゥエンティーワン
㈱フクザワコーポレーション
富国生命保険相互会社　松本支社
ブリヂストンタイヤ長野販売㈱
㈱FRONTIER
㈱フロンティア・スピリット
㈱BAKE
㈱平成観光
㈱星野リゾート・マネジメント
㈱本久
㈲本郷鶏肉
㈱マーキュリー
㈱マイクロテック　松本事業所
㈱前田製作所
MACKコンサルタンツグループ　小林会計事務所
松本ガス㈱

松本信用金庫
松本ハイランド農業協同組合
丸井産業㈱
社会医療法人抱生会　丸の内病院
マルヤス機械㈱
みなみ信州農業協同組合
㈱メガネのナガタ
㈱大和
㈲八幡屋礒五郎
㈱ライブウェア
㈱ラネット
㈱ロイヤルオートサービス
ワールド開発工業㈱

【進　学】
大原ビジネス公務員専門学校
松本大学　総合経営学部

商学科・経営情報学科

松本大学　松商短期大学部

　2025年度教員採用試験では、教育学部で38名（延べ54名）、人間健康学部で3名が
合格し、教育学部の合格率は過去最高の88.4％になりました。
　今回の成果は、大学での授業を通した学びと、元教員の方々による外部サポーターの協
力及び本学教職センターによる教員採用試験対策の充実、そして何より学生一人ひとりの
努力によるものです。これからも、チーム松本大学が一丸となって学生の成長を支え、
環境整備とサポートを続けることで、さらなる成果を目指してまいります。

2025年度教員採用試験合格状況
教育学部では過去最高の合格率88.4％を達成！

卒業生では、教育学部にて高校（英語）の合格、
人間健康学部・総合経営学部にて7名より合格
の嬉しい報告がありました。

教員採用試験合格状況
2025年度

長野県警察4名、松本市役所2名、安曇野市役所2名、岡谷市役所2名、松本広域消防局2名、
塩尻市役所1名、下諏訪町役場1名、須坂市役所1名、立科町役場1名、泰阜村役場1名、
山形村役場1名、南木曽町役場1名、阿智村役場1名、警視庁1名、佐久広域連合消防本部1名、
自衛隊幹部候補生1名、陸上自衛隊1名

公務員採用試験結果

【教育学部】 現役生 （38名、延べ54名合格）

自治体 校 種 教 科 等 合格者数

長野県
小学校 13
中学校 英語 1
特別支援 3

埼玉県 小学校 1
千葉県 小学校 3

東京都
小学校 10
中学校 英語 1
特別支援 1

新潟県
小学校 14
特別支援 3

山梨県 小学校 4

【人間健康学部】 現役生 （3名合格）

自治体 校 種 教 科 等 合格者数
東京都 養護教諭 2
新潟県 小学校 1

教採報告会の様子

1514

Communication Flap  Vol.24 進路状況



令和7年度 卒業生進路状況（令和8年3月卒業）

【就　職】
㈱ R&Cながの青果
赤田工業㈱
㈱アバハウスインターナショナル
アルピコ交通㈱
アルプス中央信用金庫
飯田信用金庫
いすゞ 自動車中部㈱
㈱井田コーポレーション
㈱イトマンスイミングスクール
㈱岩野商会
㈱Wiz
㈱エーワンオートイワセ
㈱縁
エヌシーシー㈱
㈱エラン
岡谷市役所
上伊那農業協同組合
㈱キッツ
㈱キッツメタルワークス
キヤノン ITソリューションズ㈱
㈲クリート藤田
クリエイティブワース㈱
CREST PRECISION㈱
㈱グローバルネットコア
ケント照明㈱
㈱小泉中部
㈱甲信マツダ
こばやし内科クリニック
㈱桜井甘精堂
サン工業㈱
塩尻市役所
下諏訪町役場
信州ビバレッジ㈱
須坂市役所
㈱鈴木
セキスイハイム信越㈱

㈱センデン
㈱ダイシン
太陽工業㈱
高沢産業㈱
高島産業㈱
タクトホーム㈱
タマホーム㈱
㈱ツルヤ
TPR ㈱
㈱テレビ松本ケーブルビジョン
東洋技研㈱
扉ホールディングス㈱
トライアン㈱
㈱トラスト
ながの農業協同組合
長野県信用組合
長野県農業共済組合
長野県労働金庫
長野證券㈱
長野信用金庫
自衛隊長野地方協力本部
長野日産自動車㈱
長野八ヶ岳農業協同組合
鍋林㈱
税理士法人成迫会計事務所
㈱西源
㈱ニトリ
日本電子㈱
日本電熱㈱
ネクストリンクス㈱
パーソルファクトリーパートナーズ㈱
㈱ピーエスシー
フィットイージー㈱
㈱フクザワコーポレーション
ブックオフコーポレーション㈱
船昌商事㈱
㈱プレサンスコーポレーション
㈱フロンティア・スピリット
㈱ホンダカーズ長野中央

㈱マクシスエンジニアリング
松本ガス㈱
㈱マツモトキヨシ甲信越販売
松本信用金庫
松本ハイランド農業協同組合
㈱マナテック
丸井産業㈱
社会医療法人抱生会　丸の内病院
マルヤス機械㈱
㈱ミマキエンジニアリング
㈱村瀬組
㈱ヤツレン
㈱ヤマウラ
山形村役場
㈲八幡屋礒五郎
㈱Uホールディングス
㈱ライト光機製作所
リコージャパン㈱　長野支社
㈱レッドバロン
㈱綿半ホームエイド

【就　職】
アース環境サービス㈱
アステック㈱
㈱あずみ製作所
安曇野市役所
あづみのうえはらおとなこども歯科医院
㈱アルプスピアホーム
飯田信用金庫
イオンリテール㈱
㈱一条工務店
エヌ・エス・ケイ㈱
㈱エラン
岡野薬品㈱
岡谷市役所
岡谷酸素㈱
㈱音羽ノ森

樫山工業㈱
蒲原ガス㈱
㈱共和コーポレーション
協和ダンボール㈱
クオリティフーズ㈱
㈱クラ・ゼミ
グリーン長野農業協同組合
㈱グレート長野
㈱ケアリッツ・アンド・パートナーズ
㈱ケーユーホールディングス
甲府信用金庫
生活協同組合コープながの
㈱コスモス薬品
㈱サイサン
㈱サニクリーン甲信越
三耐保温㈱
㈱しまむら
㈱スリール
諏訪信用金庫
セキスイハイム信越㈱
太陽重機㈲
㈱タカチホ
㈱高見澤
㈱タカミツ
社会福祉法人中信社会福祉協会
㈱ツルハ
㈱ツルヤ
TIS長野㈱
㈱テクノジャパン
㈱デジタル・スパイス
㈱デリシア
東急バス㈱
㈱TOSYS
扉ホールディングス㈱
長野機材㈱
長野県教育委員会
長野県労働金庫
長野商工会議所
長野信用金庫

長野電鉄㈱
長野日産自動車㈱
㈱長野ホテル犀北館
日穀製粉㈱
日精樹脂工業㈱
日本瓦斯㈱
㈱日本ピスコ
日本メックス㈱　信越支店
ネクストリンクス㈱
㈱ハリマビステム
㈱プラザクリエイト
フレックスジャパン㈱
㈱星野リゾート・マネジメント
㈱ホンダカーズ長野中央
マクセルイズミ㈱
社会福祉法人松川村社会福祉協議会
㈱マツザワ
松本市役所
松本広域消防局
松本信用金庫
松本ハイランド農業協同組合
㈱マルイチ産商
㈱マルニシ
㈱ミマキエンジニアリング
㈱メガネのナガタ
㈱ヤマウラ
㈱大和
社会福祉法人やまなし勤労者福祉会
㈱山梨県民球団
林業笠原造園㈱
社会福祉法人れんげ福祉会
㈱ロキテクノ
㈱綿半ホームエイド

【進　学】
信州大学大学院

総合経営学科

観光ホスピタリティ学科

松本大学　総合経営学部

【就　職】
㈱アステップ信州
阿智村役場
あづみのうえはらおとなこども歯科医院
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン
飯田市立病院
㈱イッセイミヤケ
ウエルシア薬局㈱
エームサービス㈱
㈱EVERYFOOD
カイシン工業㈱
鹿教湯三才山リハビリテーションセンター　鹿教湯病院
河上薬品商事㈱
㈱カワチ薬品
㈱クスリのアオキ
㈱グリーンハウス
群栄化学工業㈱
社会福祉法人恵清会　特別養護老人ホーム真寿園
㈱ケーユーホールディングス
医療法人銀門会　甲州リハビリテーション病院
小諸市役所
㈱さくらさくみらい
㈱サンクゼール
サントリービバレッジソリューション㈱
長野県厚生農業協同組合連合会　下伊那厚生病院
信州大学医学部附属病院
信州ハム㈱
セントラルパック㈱

WDB㈱エウレカ社
㈱ツルヤ
㈱デイリーはやしや
㈱デリクックちくま
TCB東京中央美容外科
㈱トラスト
㈱ナガキュウ
長野県教育委員会
㈲中村屋パン店
南木曽町役場
日総工産㈱
㈱nobitel
社会福祉法人博愛会　博愛保育園
社会福祉法人ひかりの里
社会福祉法人咲くひまわり会　ひまわり保育園
㈱フォンス
長野県厚生農業協同組合連合会　富士見高原病院
ブリヂストンタイヤ長野販売㈱
㈱ポテトデリカ
㈱マツモトキヨシ
㈱マツモトキヨシ甲信越販売
医療法人昭伊会　まるやまファミリークリニック
美勢商事㈱
㈱メフォス
㈲八幡屋礒五郎
㈱嶺水
㈱綿半ホームエイド

【就　　職】
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
㈱ICAP
アイリスオーヤマ㈱
あづみ農業協同組合
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン
アルプス中央信用金庫
㈱アルプスピアホーム
AIMHIGH合同会社
㈱エスアイイー
NTPトヨタ信州㈱
ELJソーラーコーポレーション㈱
オイシックス新潟アルビレックス・ベースボール・クラブ
関東自動車㈱
㈱かんぽ生命保険
キッセイコムテック㈱
㈱玉扇グローバル
警視庁
㈱ケーユーホールディングス
甲信商事㈱
興能信用金庫
コナミスポーツ㈱
㈱コプロ・ホールディングス
㈱サイサン
佐川急便㈱
㈱サクセン
㈱サニクリーン甲信越
炭火焼肉七輪亭

自由の森学園中学校・高等学校
信越理研㈱
信州ビバレッジ㈱
SALES ROBOTICS㈱
セキスイハイム信越㈱
太陽工業㈱
タカサワ通商㈱
㈱タカゾノ
㈱タジマモーターコーポレーション
立科町役場
タマホーム㈱
㈱ツナグバ
東京都教育委員会
東濃信用金庫
戸田中央メディカルケアグループ
㈱ながでんウェルネス
長野県教育委員会
長野県警察
長野県信用組合
長野県労働金庫
地方独立行政法人長野市民病院
長野日産自動車㈱
長野森紙業㈱　塩尻事業所
医療法人並木会
新潟県教育委員会
日本キャタピラー合同会社
日本スキー場開発㈱
㈱日本ハウスホールディングス
Hanauer SC 1960
羽田空港サービス㈱

㈱ピーエイ
㈱フォーチュン
㈱福祉ハウスグループ
㈱フロンティア・スピリット
別海パイロットスピリッツ
㈱ベルパーク
㈱星野リゾート・マネジメント
㈱ホンダカーズ長野中央
松澤工業㈱
松本市役所
松本信用金庫
松本山雅フットボールクラブ
丸井産業㈱
㈱マルイチ産商
ミズノスポーツサービス㈱
㈱ミマキエンジニアリング
㈱村瀬組
㈱ヤマウラ
大和電機工業㈱
㈱Uホールディングス
㈱ヨコハマタイヤジャパン
㈱ラネット
㈱ルーク
WashiON㈱

【進　学】
木下ユミ・メークアップ＆ネイルアトリエ
上越教育大学大学院

健康栄養学科 スポーツ健康学科

松本大学　人間健康学部

【就　職】
岡野薬品㈱

埼玉県教育委員会
真如苑
㈱諏訪貸家アパートセンター
諏訪信用金庫

千葉県教育委員会
㈱テクノプロ　テクノプロ・エンジニアリング社
東京都教育委員会
長野県教育委員会

自衛隊長野地方協力本部
新潟県教育委員会
㈱フーレイ
㈱フジテックス

富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱
松本空港ターミナルビル㈱
山梨県教育委員会

学校教育学科

松本大学　教育学部

【就　職】
社会医療法人財団慈泉会　相澤病院
㈱アイテク
上松電子㈱
㈱アサヒセキュリティ
㈱アジマ自動車学校
アステック㈱
アズビル太信㈱
㈱アズミ村田製作所
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン
㈱アルプスツール
飯山精器㈱
税理士法人イツボ
㈲いろは堂
㈱ウィルトス
浦安工業㈱
㈱栄光製作所
㈱エイジェック　松本オフィス
㈱エクセル
えびすや
㈱エンディミオン
㈱カイジョー
カイシン工業㈱
金澤工業㈱
㈱カネコ・コーポレーション

かもいクリニック
㈱キッツメタルワークス
㈱クスリのアオキ
㈱くるまや
㈱小泉中部
㈱甲信マツダ
㈱五千尺
㈱国興
㈱コプロ・ホールディングス
㈱コメリ
コモタ㈱
真田KOA㈱
㈱サンコー
山洋電気テクノサービス㈱
㈱GSユアサ安曇野
㈱SIMMTECH GRAPHICS
㈱城南製作所
㈱SHINKO
信州諏訪農業協同組合
信州ビバレッジ㈱
信州名鉄運輸㈱
㈱スヰト
スターバックスコーヒージャパン㈱
㈲スタジオ・ビーチハウス
諏訪信用金庫
セイコーエプソン㈱
セントラルパック㈱

㈱ソラスト
㈱ダイシン
大北農業協同組合
㈱タカサワ
㈱高見澤
㈱ホテル玉の湯
㈱チンタイバンク
㈱ツルヤ
㈱TSIホールディングス
㈱ティーガイア
TPR㈱
デジタルデータソリューション㈱
㈱デリカ
㈱デリシア
㈱テレビ松本ケーブルビジョン
㈱デンソーエアクール
東電用地㈱
東洋計器㈱
東洋精機工業㈱
㈱TOSYS
DOWAパワーデバイス㈱
トヨタモビリティパーツ㈱　長野支社
中日本メディカルリンク㈱
長野県警察
長野県労働金庫
長野信用金庫
長野日産自動車㈱

日研トータルソーシング㈱
㈱日本ケイテム
日本郵便㈱　信越支社
日本連合警備㈱
㈱ネクステージ
㈱ノジマ
㈱ハーモニック・ドライブ・システムズ
深志神社　梅風閣
㈱ハイライト
Ptif㈱
平沢電機㈱
㈱フォトスタ・トゥエンティーワン
㈱フクザワコーポレーション
富国生命保険相互会社　松本支社
ブリヂストンタイヤ長野販売㈱
㈱FRONTIER
㈱フロンティア・スピリット
㈱BAKE
㈱平成観光
㈱星野リゾート・マネジメント
㈱本久
㈲本郷鶏肉
㈱マーキュリー
㈱マイクロテック　松本事業所
㈱前田製作所
MACKコンサルタンツグループ　小林会計事務所
松本ガス㈱

松本信用金庫
松本ハイランド農業協同組合
丸井産業㈱
社会医療法人抱生会　丸の内病院
マルヤス機械㈱
みなみ信州農業協同組合
㈱メガネのナガタ
㈱大和
㈲八幡屋礒五郎
㈱ライブウェア
㈱ラネット
㈱ロイヤルオートサービス
ワールド開発工業㈱

【進　学】
大原ビジネス公務員専門学校
松本大学　総合経営学部

商学科・経営情報学科

松本大学　松商短期大学部

　2025年度教員採用試験では、教育学部で38名（延べ54名）、人間健康学部で3名が
合格し、教育学部の合格率は過去最高の88.4％になりました。
　今回の成果は、大学での授業を通した学びと、元教員の方々による外部サポーターの協
力及び本学教職センターによる教員採用試験対策の充実、そして何より学生一人ひとりの
努力によるものです。これからも、チーム松本大学が一丸となって学生の成長を支え、
環境整備とサポートを続けることで、さらなる成果を目指してまいります。

2025年度教員採用試験合格状況
教育学部では過去最高の合格率88.4％を達成！

卒業生では、教育学部にて高校（英語）の合格、
人間健康学部・総合経営学部にて7名より合格
の嬉しい報告がありました。

教員採用試験合格状況
2025年度

長野県警察4名、松本市役所2名、安曇野市役所2名、岡谷市役所2名、松本広域消防局2名、
塩尻市役所1名、下諏訪町役場1名、須坂市役所1名、立科町役場1名、泰阜村役場1名、
山形村役場1名、南木曽町役場1名、阿智村役場1名、警視庁1名、佐久広域連合消防本部1名、
自衛隊幹部候補生1名、陸上自衛隊1名

公務員採用試験結果

【教育学部】 現役生 （38名、延べ54名合格）

自治体 校 種 教 科 等 合格者数

長野県
小学校 13
中学校 英語 1
特別支援 3

埼玉県 小学校 1
千葉県 小学校 3

東京都
小学校 10
中学校 英語 1
特別支援 1

新潟県
小学校 14
特別支援 3

山梨県 小学校 4

【人間健康学部】 現役生 （3名合格）

自治体 校 種 教 科 等 合格者数
東京都 養護教諭 2
新潟県 小学校 1

教採報告会の様子
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令和7年度 同窓会総会開催
同窓会入会式・卒業記念パーティー 等

同窓会活動

松本秀峰中等教育学校
新たなる飛躍
松商学園高等学校
伝統校としての挑戦－SSHについて－
松本大学ヘルスプロモーション事業

法人関連事業

大学・短大での新しい学び
人間科学群（仮称・設置構想中）について
ビューティ･デザインフィールド開設
その他 活動の報告 等

大学活動

卒業生進路状況
進路状況

CommunicationFlap松本大学同窓会報『フラップ』
令和8年4月24日発行（通算42号）

Vol.24

アマ（亜麻）(Linum usitatissimum)
アマ科の一年草。ヌメゴマ（滑胡麻）、
一年亜麻、アカゴマなどの異称もある。
花言葉は、『あなたの親切に感謝します』

『感謝』とは、ありがたく思って礼をいうこ
と。心にありがたく感ずること。
仕事や学業でお世話になった人や、助
けてくれたり、力になってくれる人などに
『感謝』の気持ちを持ちましょう。

地域とともに新しい未来へ

　若葉きらめく季節となり、同窓生の皆様におかれまして
は、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。また、
平素より同窓会活動に格別のご理解とご協力を賜り、心
より御礼申し上げます。
　社会情勢に目を向けますと、物価上昇や国際情勢の不
安定さ、AIやデジタル技術の急速な進展など、先行きの
見えにくい状況が続いています。そのような中でも、ス
ポーツの話題は私たちの心を明るく照らしてくれる存在
です。今年は2月に冬季オリンピック、3月はWBCが開催
され、今後開催されるFIFAワールドカップ、アジア競技大
会（愛知・名古屋開催）など、国際舞台での日本選手の活
躍は、多くの人に勇気と希望を与えてくれます。結果のみ

ならず、挑戦し続ける姿や仲間を信じて力を尽くす姿勢に、
胸を打たれた方も多いのではないでしょうか。
　本号（通算42号）では、さまざまな分野で活躍する在学
生の近況や、大学の話題をお届けしております。それぞれ
異なる道を歩みながらも、同じ学び舎で過ごした時間が、
今なお私たちをつないでいることを感じていただけまし
たら幸いです。
　結びに、ご多忙の折にもかかわらずご寄稿くださいま
した皆様に、心より御礼申し上げます。
 （記・北原 智代）

●編集委員長　太田 健司 ●編集副委員長　北原 智代
●編集委員　三村 明子・滝澤 毅・平林 孝ー・宮坂 佳典

松本大学同窓会報『フラップ』
令和8年4月24日発行 第24号（通算42号） 　　発行者　松本大学同窓会　
〒390-1295　長野県松本市新村2095-1　電話0263-48-7208　　　　  企画・編集　松本大学同窓会報編集委員会

令和８年度年間事業

e-mail dousoukai@t.matsu.ac.jp

4/24
㈮

同窓会報発行

5/30
㈯

定期総会・
懇親会

6/13
㈯

マレットゴルフ
大会

3/16
㈫

同窓会入会式
同窓会主催：卒業記念パーティー

9/5
㈯

ゴルフコンペ
（校友会に共催）

10/17・18
㈯・㈰

ホームカミングデー
（大学祭に合わせて）

松本大学同窓会総会のお知らせ

日　程 令和 8年 5月30日㈯

会　場 アルピコプラザホテル

時　間 定期総会 15時～　懇親会 17時～

議　題 ⑴令和 7年度事業・決算・監査報告
 ⑵令和 8年度事業計画（案）・予算（案）

懇親会 会費3,000円（本年３月卒業生1,000円）
 総会終了後、母校教職員をお迎えして懇親会を開催

します。余興として抽選会などを計画しております。
［ 懇親会のみの参加も歓迎いたします。 ］

令和８年度

お問合せ先　　松本大学 同窓会事務局 0263-48-7208
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